
多様な狩猟技術と変わりゆく狩猟文化

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2011-03-11

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 池谷, 和信, 川野, 和昭, 秋道, 智彌

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10502/00009114URL



図多
様
な
狩
猟
技
術
と

変
わ
り
ゆ
く
狩
猟
文
化

池
谷
和
信
/
川
野
和
昭
/
秋
道
智
彌

521



1

は

じ

め

に

目
的
と
方
法

世
界

の
熱
帯
か
ら
温
帯
に
か
け
て
の
地
域
で
は
、
各

地

の
自
然
環
境

や
狩
猟
技
術

の
歴
史

の
違

い
に
応
じ

て
、
弓
矢
猟
、
犬
猟
、
網
猟
、
罠
猟
、
落
と
し
穴
猟
、

銃
猟
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
狩
猟
が
行

わ
れ

て
き
た
。
ま

た
、
狩
猟
そ
の
も

の
は
自
然
に
強
く
依
存
す
る
経
済
行

為
で
あ
る
と
同
時
に
、
獲
得
し
た
獲
物
の
分
配
を
通
じ

て
社
会
関
係
を
維
持
す
る
役
割
を
持
ち
、
獲
得

し
た
野

生
動
物
に
対
す
る
畏
敬
の
念
と
し
て
狩
猟
儀
礼

を
と
も

な
う
場
合
が
み
ら
れ
る
。

そ
の

一
方
で
、
狩
猟
の
担

い
手
が
誰
で
あ
る

の
か
に

も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
彼
ら
が
、
狩
猟
採

集
を
生

業
の
中
心
と
し
て
い
る
か
否
か
で
狩
猟
採
集
民
か
農
耕

民
か
に
分
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
に
応
じ
て
生

活
の
中

で
の
狩
猟
の
位
置
づ
け
が
異
な

っ
て
く
る

[池
谷

二

〇
〇
五
]。
本
章

の
主
な
対
象
は

「焼
畑
農
耕
民
」
で

あ
り
、
焼
畑
を
主
な
生
業
と
し
な
が
ら
狩
猟
に
も
従
事

す
る
よ
う

な
生
業
複
合
を
実
践
す
る
人
び
と

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
現
代

の
狩
猟
は
、
各
国
政
府

の
狩
猟
禁
止
政

策

に
大
き
な
影
響
を
受
け

て
き
た
と

い
う
状

況
に
あ

る
。
多
く
の
国
で
は
、
世
界
的
に
広
が
る
動
物

保
護
思

想

の
影
響
を
受
け
て
狩
猟
そ
の
も
の
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
各
地

の
狩
猟
者
に
と

っ
て
は
、
あ
る
日
突
然
に
、

事
前

に
知
ら
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
狩
猟
行
為

そ
の
も

の
が
密
猟
に
変
わ

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

彼
ら
に
と

っ
て
、
現
在
は
苦
難
の
時
代
に
な

っ
た
と

い

え
よ
う
。

本
章
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
狩
猟
を
把

握
す

る
際

の
枠
組
み
を
ふ
ま
え

て
、

メ
コ
ン
河

の
中

流

・
上
流
域
に
お
け
る
①
狩
猟
活
動
の
実
際
、
②
狩
猟

技
術
と
儀
礼
、
③
狩
猟
の
変
容
と
そ
の
要
因
を
把
握
す

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
。
対
象
地
域
は
、
現
在
の
タ

イ
北
部
、
ラ
オ
ス
北
部
、
中
国
の
雲
南
省
と

い
う
メ
コ

ン
河

の
流
域
に
対
応
し
て
い
る

(図
1
)。
こ
れ
ら
の

地
域
で
は
多
様
な
狩
猟
技
術
が
展
開
し
て
き
た
が
、
現

在
、
国
家
に
よ
る
狩
猟
規
制
な
ど
に
よ
り
狩
猟
文
化
は

変
容
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
地
域
に
よ

っ
て
は
狩
猟
が
消

滅

の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

以
下
、
本
章
は
、
タ
イ
北
部
の
事
例
は
池
谷
、
ラ
オ

ス
北
部
の
事
例
は
川
野
、
雲
南
の
事
例
は
秋
道
に
よ
る

聞
き
取
り
を
中
心
と
し
た
現
地
調
査
に
基
づ
く
研
究
成

果
を
統
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
お
の
お
の
の

調
査
内
容
を
検
討
す
る
と
、
ひ
と

つ
の
村
で
の
集
約
調

査
と
複
数

の
村
で
の
広
域
調
査
と
い
う
調
査
方
法
の
違

い
、
お
よ
び
生
業
か
ら
儀
礼
ま
で
の
狩
猟

へ
の
関
心
の

あ
り
方
が
各
調
査
者
で
異
な

っ
て

い
る
の
が
わ
か
る
。

本
章
は
、
池
谷
が
中
心
と
な

っ
て
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た

も

の
で
あ
る
。

本

章

の
調

査

地

と

対

象

民

族

は

、

以

下

の
よ

う

に
ま

と

め

ら

れ

る

(
図

1

)
。

タ

イ

北

部

の
パ

ヤ

オ

県

で

は

ヤ

オ

(
ミ

エ
ン

)

族

、

ラ

オ

ス
北

部

で
は

、

①

ル

ア

ン

ナ

ム

タ

県

の

ム

シ

ュ
ダ

ー
族

と

カ

ム
族

や

ラ

メ

ッ
ト

族

と

タ

イ

・
ル

ー
族

、
②

ル

ア

ン

パ

バ

ン
県

ム

ア

ン
ゴ

イ

郡

の
カ

ム
族

、

同

県

の

ナ

ム

バ

ッ
ク

郡

の

タ

イ

・
ル

ー

族

、
③

ウ
ド

ム

サ

イ

県

の

カ

ム

族

、

雲

南

省

で

は

一
省

全

域

に

分

布

す

る

イ

族

、

ミ

ャ
オ

族

、

リ

ス
族

、

ぺ

1

族

、

プ

ー

ラ

ン
族

、

ラ

フ
族

、

チ

ノ
ー

族

、

ワ
族

、

ハ

ニ
族

で
あ

る
。

図1調 査地域
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調
査
地
の
自
然
、
野
生
動
物
、
人
び
と

雲
南
省

の
自
然
は
多
様
で
あ
る
。
西
北
か
ら
東
南
に

か
け
て
傾
斜
す
る
地
形
に
あ
り
、
西
北
部
は
チ

ベ
ッ
ト

き
ん

さ

こ
う

に

つ
な
が
る
高
地

で
あ
り
、
南
流
す
る
金
沙

江

(長

ら
ん

そ
う

こ
う

ど

こ
う

江

)
、

瀾

槍

江

(
メ

コ

ン

河

)
、

怒

江

(
サ

ル

ウ

ィ

ン

さ
ん
こ
う

河
)
の
三
河
川
が
大
峡
谷

(三
江
並
流
地
域
)
を
形
成

あ
い
ろ
う

う
ん

き

す
る
。
北
部
か
ら
南
部
に
か
け
て
は
哀
牢
山
脈
、
雲
貴

高
原
が
農
開
す
る
山
地
と
盆
地
群
か
ら
な
る
。
雲
南
省

の
平
均
海
抜
高
度
は
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
最
高
峰

の

梅
里
雪
山

(六
七
四
〇
メ
ー
ト
ル
)
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム

国
境
の
河
ロ

(七
六
四
メ
ー
ト
ル
)
ま
で
海
抜
高
度
差

は
五
九
七
六
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
気
候
や

植
生
は
海
抜
高
度
に
応
じ

て
き
わ
め
て
多
様

で
あ
り
、

高
山
の
低
木
林
帯
か
ら
冷
温
帯

の
針
葉
樹
林
、
落
葉
広

葉
樹
林
、
常
緑
広
葉
樹
、
亜
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
林
、
熱

帯
雨
林
ま

で
多
様
な
植
生
帯
が
広
が

っ
て
い
る
。
ま

た
、
ラ
オ
ス
北
部
か
ら
タ
イ
北
部
に
か
け
て
も
、
高
所

か
ら
低
所

に
か
け
て
、
落
葉
広
葉
樹
林
、
常

緑
広
葉

樹
、
亜
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
林

の
順
に
展
開
し
て

い
る
。

雲
南
省
に
は
、
中
国
内
で
最
も
多
く
の
動
物
種
が
生

息
す
る
。
ま
た
、
保
護
対
象
種
に
も
多
数
指
定
さ
れ
て

い
る
。
脊
椎
動
物
だ
け
で
も
、
国
家
指
定

の
保
護
動
物

が

一
九
〇
種

(全
国

の
六
十

・
九
%
)
、

一
級
保
護
動

物
が
三
十
八
種

(同
四
十

一
・
入
%
)
、
二
級
保
護
動

物

が

一
五
二
種

(同
六
十

八

・
八
%
)
と
な

っ
て
お

り
、
雲
南
省
が

「
動
物
王
国
」
と
称
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で

あ
る

[徐

一
九
九
九
]。

こ
の
地
域

の
野
生
動
物
は
、
地
域
住
民
の
自
給
用
食

料
や
生
活
用
品
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
ゾ
ウ

(象
牙
)、

じ
ゃ
こ
う

ト
ラ

(毛
皮
と
歯
)、
シ
カ

(購
香
と
皮
)、
セ
ン
ザ
ン

コ
ウ

(皮
)
、

マ
レ
ー
グ
マ

(熊
胆
)
、
ク
ジ

ャ
ク

(羽

根
)
、

ハ
コ
ガ
メ

(肉
)
な
ど
を
代
表
と
し
て
、
多
く

の
動
物
が
医
薬
品
、
毛
皮
、
食
料
、
装
飾
品

の
材
料
と

し
て
捕
獲
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
や
鳥
、
野

ネ
ズ
ミ
な
ど
は
、
イ
ネ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
農
作

　ご

物

へ
の
食
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
狩
猟
が
行
わ
れ
た
。
こ

う
し
た
乱
獲
に
密
猟
が
加
わ
り
、
こ
れ
ら
の
野
生
動
物

の
多
く
が
棲
息
地
環
境

の
劣
化

・
減
少

に
よ
り
、
現

在
、
激
減
し
た
り
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
状
態

に
あ
る

[U
o口
o<
碧

P
O
O
ω
]
。
ま
た
、

ラ
オ
ス
北
部
や
タ
イ
北

部

の
野
生
動
物

で
は
、
ト

ラ
や
ク

マ

(
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
)
や
シ
カ
の
ほ
か
に
、
イ
ノ
シ
シ
や
野
ネ
ズ

ミ
な

ど
、
雲
南
省

の
そ
れ
と
共
通
し
て
い
る
も

の
が
多
く
、

と
り
わ
け
大
型
哺
乳
類
は
乱
獲
や
密
猟
に
よ

っ
て
激
減

し
て
い
る
点
で
も
共
通
し
て
い
る
。

雲
南
省
に
は
チ
ベ
ッ
ト

・
ビ
ル
マ
語
系
、
タ
イ
語
系

の
二
十
以
上
の
少
数
民
族
が
村
落
を
基
盤
と
し
て
分
散

居
住
し
て
い
る
。
人
び
と
は
山
地
か
ら
河
川
沿

い
の
盆

地
に
い
た
る
環
境
勾
配
に
応
じ
て
、
水
田

・
焼
畑
農
耕

と
森
林
に
お
け
る
狩
猟

・
採
集
、
河
川
漁
掛
を
組
み
合

わ
せ
た
多
様
な
生
業
活
動
を
営
ん
で
き
た

(写
真
1
)。

こ
の
中
で
、
山
地
居
住

の
チ
ベ
ッ
ト

・
ビ
ル
マ
語
系

の

リ
ス

(標
標
)
族
、

ヌ
ー

(怒
)
族
、
ジ
ン
ポ
ー

(景

頗
)
族
、
ト
ゥ
ー
ル
ン

(独
龍
)
族
、
ラ
フ

(拉
祐
)

族
、

ハ
ニ

(恰
尼
)
族
、
チ
ノ
ー

(基
諾
)
族
、
タ
イ

(榛
)
語
系
の
ワ

(価
)
族
な
ど
に
と
り
、
狩
猟
は
農

耕
や
家
畜
飼
育
と
と
も
に
重
要
な
生
業
で
あ

っ
た
。

一写真1野 鶏用の罠をつくる(中 国 ・雲南省の八二族の村、撮影:秋 道)
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方
、
河
川
流
域
や
盆
地
、
平
地
に
居
住
す
る
タ
イ

・
ル

ー
族
、
ナ
シ

(納
西
)
族
、
イ

(郵
)
族
な
ど
に
お
け

る
狩
猟
の
比
重
は
低

い
。
ま
た
、
ラ
オ
ス
北
部
や
タ
イ

北
部
に
は
、
雲
南
省
と
同
様

の
チ
ベ
ッ
ト

・
ビ
ル
マ
語

系
や
タ
イ
系
の
人
び
と
に
加
え
、
カ
ム
族
や

ラ
メ
ッ
ト

族
の
よ
う
な
モ
ン

・
ク
メ
ー
ル
語
系
の
人
び
と
が
居
住

し
て
い
る
。

2

狩
猟
活
動
の
実
際

-
タ
イ
北
部

の
メ

コ
ン
河
支
流

・
イ
ン
川
上
流
域

タ
イ
北
部
で
は
、
ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
狩

猟
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
?

本
節
で
は
、
本
地

域
の
野
生
動
物
の
中
で
狩
猟
対
象
と
し
て
最
も
中
心
的

や

け
い

位
置
を
占
め
る
野
鶏
と
イ
ノ
シ
シ
に
注
目
す

る
。
タ
イ

北
部

の
事
例
で
は
あ
る
が
、
本
章
が
対
象
と
す
る
地
域

で
の
狩
猟
の
実
際
を
理
解
す
る
う
え

で
有
用

で
あ
る
。

調
査
地
は
、
タ
イ
北
部
の
パ
ヤ
オ
県
内
で
、
メ
コ
ン

河

の
支
流

で
あ
る
イ

ン
川

の
支
流
域
に
位
置

し
て
い

る
。
支
流
域
は
、
ラ
オ
ス
と
タ
イ

の
国
境
線

か
ら
西
に

流
れ
る
川
を
中
心
に
南
か
ら
北
に
数
本

の
沢

が
み
ら
れ

る
。
こ
こ
で
は
、
以
下
で
紹
介
す
る
狩
猟
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。

調
査
地

の
標
高
は
約
六
〇
〇
～

一
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル

で
あ

る
。
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
度
差

が
み
ら
れ

る
。
集
落
の
周
辺
に
う

っ
そ
う
と
し
た
森
林
が
自
生
し

て
い
る
が
、
村
の
大
部
分

の
土
地
は
斜
面
に
あ
り
畑
に

な

っ
て
い
る
。
村
に
は
、

二
十
戸
二
十
六
世
帯
の
ヤ
オ

(
ミ
エ
ン
)

の
人
び
と
が
暮
ら
し
て
お
り
、
か
つ
て
は

焼
畑
農
耕
を
中
心
と
し
た
、
現
在

で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
中
心
と
し
た
常
畑
農
耕
を
営
ん
で
い
る

[増
野

二

〇
〇
五
]
。

村
の
周
辺
に
は
数
多
く
の
野
生
動
物
が
生
息
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
を
対
象
に
し
た
狩
猟
が
行
わ
れ

て
き
た
。

以
下
で
は
、
野
鶏
と
イ
ノ
シ
シ
を
対
象
に
し
た
狩
猟
技

術
と
そ
の
実
際
に

つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

野
鶏
猟
の
技
術
と
実
際

調
査
村
に
は
、
二
〇
〇
六
年
三
月
下
旬
現
在
、
野
鶏

を
対
象
に
し
た
狩
猟
者
が
七
名

い
る
。
二
十
歳
代
か
ら

三
十
歳
代
の
村
在
住

の
男
性

で
あ
る
。
狩
猟
方
法
は
、

お
と
り

笛
か
囮
を
使

い
獲
物
を
お
び
き
寄
せ
て
銃
で
撃

つ
と

い

う
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
狩
猟
者

の
場
合
、
同
じ
狩
猟
者
か
ら
囮
を
借
り

て
、
囮
猟
を
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
囮
の
貸
し
借
り
が
み
ら
れ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
村
に
は
、
囮
用
の
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
育
し
て

い
る
人
が
五
名
ほ
ど

い
る
が
、
彼
ら
全
員
が
狩
猟
の
際

に
そ
れ
ぞ
れ
の
囮
を
使

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
ま

た
、

一
名

の
み
最
近
習
得
し
た
と
い
う
罠

の
使
用
者
が

い
た
。

聞
き
取
り
調
査
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
次

の
事
例
か

ら
、
囮
猟
の
実
際
を
み
て
み
よ
う
。

【事
例

一
】
野
鶏
の
銃
猟

二
〇
〇
六
年
三
月
二
十
五
日

前
日
の
道
路
工
事
の
際
に
、
野
鶏

の
鳴
く
声
を

聞
い
た
。
こ
の
た
め
翌
日
の
早
朝
五
時
ご
ろ
に
猟

に
出
か
け
る
。
笛
を
使

っ
た
ら
野
鶏
が
寄

っ
て
き

た
の
で
散
弾
銃

(灰
色

の
弾
は
小
粒
で
自
家
製
)

で
撃

つ
。
な
お
、
こ
こ
で
使
用
し
た
笛
は
、
国
内

の
ナ
ー
ン
県
ム
ー
ナ
ン

(ヤ
オ
族
の
村
で
、
妻
の

出
身
村
)
で
購
入
し
た
と

い
う
。
笛
が
よ
く
な
い

と
野
鶏
は
近
づ
い
て
こ
な

い
と
い
う
。

こ
の
事
例
か
ら
、
猟
師
は
野
鶏
を
探
索
し
て
か
ら
猟

を
す
る
と

い
う
よ
り
も
、
た
ま
た
ま
ほ
か
の
仕
事

の
際

に
野
鶏
の
存
在
を
確
認
し
た
の
で
、
狩
猟
を
行

っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
猟
の
時
間
帯
は
早
朝
で
あ

り
、
他
地
域
か
ら
購
入
し
た
笛
で
あ

っ
て
も
猟
の
際
に

役
立

っ
て
い
る
こ
と
が
理
解

で
き
る
。

ま
ず
、
野
鶏
猟
は
、
村
人
に
と

っ
て
農
閑
期
で
あ
る

と
同
時
に
、
野
鶏
の
鳴
き
声
を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
繁

殖
期
の
二
～
四
月
頃
に
実
施
さ
れ
る
。
ま
た
二
〇
〇
六

年
二
～
三
月
に
お
け
る
野
鶏

の
捕
獲
地
点
は
、
集
落
か

ら
北
、
西
、
南
の
方
向
に
、
約

ニ
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
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に
認
め
ら
れ
る
。
猟
師

の
移
動
手
段
は
、
集
落

か
ら
す

べ
て
徒
歩

で
行
く
場
合
と
オ
ー
ト
バ
イ
を
部
分
的
に
使

う
場
合
と
に
分
か
れ
る
。
各
猟
師
個
別
に
特
定

の
猟
場

(
テ
リ
ト
リ
ー
)
を
持

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
前

述
し
た
よ
う
に
、
作
業
中
に
鳴
き
声
を
聞
い
た

の
を
き

っ
か
け
に
し
て
野
鶏
を
捕
獲
し
た
事
例
が
多
く

み
ら
れ

る
。こ
こ
で
、
二
〇
〇
六
年
二
～
三
月
に
お
け
る
狩
猟
者

ご
と
の
狩
猟
法
や
捕
獲
数
を
示
そ
う
。
ま
ず
、
狩
猟
法

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
笛
を
用

い
る
方
法
が
最
も
頻
繁

に
み
ら
れ
る
。
次
は
、
囮
を
使
う
猟
で
あ
り
、
罠

の
利

用
は

一
名

の
み
で
あ

っ
た
。
ま
た
、

一
人
当
た
り

の
野

鶏

の
捕
獲
数
は
○
～
八
羽
と
狩
猟
者
に
よ

っ
て
大
き
く

異
な

っ
て
い
る
が
、

一
～
三
羽
が
多

い
。
捕
獲

し
た
野

鶏
は
、
オ
ス
が
中
心
で
あ
る
が
メ
ス
の
野
鶏
も
含
ま
れ

る
。獲

物
の
解
体
は
、
捕
獲
場
所
よ
り
捕
獲
者
の
家

の
軒

先
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
し
か
し
、
解
体
す
る
人

か
必
ず
し
も
捕
獲
者
と
は
限
ら
な

い
。
ま
た
、
肉
の
分

配
は
肉

の
量
が
少
な
い
と

い
う

こ
と
も
あ

っ
て
、
家

の

中
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
。

野
鶏

の
す
べ
て
の
部
位
が
調
理
に
利
用
さ
れ

る
。
ま

ず
、
羽
を
む
し
り
、
す
ぐ
に
利
用
し
な

い
場
合

に
は
冷

蔵
庫
に
入
れ
る
。
次
に
、
足
の
も
も
や
胸
の
生
肉
は
、

板

の
上
で
包
丁
で
た
た
き
ミ
ン
チ
に
す
る
。
そ

の
後
、

葉
を
加
え
て
火
を
と
お
す
。
骨
は
、
湯
通
し
し
て
水
を

加
え
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
味
の
素
な
ど
で
味
を

つ
け
る
。

内
臓
は
油
で
揚
げ
る
。
最
後
に
、
ミ
ン
チ
、
骨
、
内
臓

を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

イ
ノ
シ
シ
猟
の
技
術
と
実
際

イ
ノ
シ
シ
猟
の
場
合
は
、
個
人
猟
と
と
も
に
集
団
猟

が
行
わ
れ
る
た
め
に
、
村
の
成
人
男
性
の
ほ
と
ん
ど
が

そ
の
狩
猟
に
関
与
す
る
。
集
団
猟

の
際
に
は
銃
を
保
持

す
る
鉄
砲
撃
ち
と
勢
子
と

で
役
割

が
違
う
。
た
と
え

ば
、
二
〇
〇
六
年
三
月
二
十
六
日
午
前
の
巻
狩
り
の
参

加
者
は
、
十
七
人
が
村

の
人
で
、
三
人
が
村
外

の
人
で

あ

っ
た
。
こ
の
う
ち
十
三
人
が
銃
を
保
有
し
て
お
り
、

七
人
が
保
有
し
て
い
な
か

っ
た
。
村

の
人
の
中
に
は

一

軒
の
家
か
ら
二
人
参
加
し
て
い
る
家
が
四
軒
あ
り
、
猟

に
全
く
参
加
し
な

い
家
も

み
ら
れ
た
。
村
外

の
三
人

は
、
集
落
の
近
く
に
事
務
所
の
あ
る
森
林
局
作
業
員
で

あ

っ
た
。

狩
猟
技
術
は
、
季
節
に
よ

っ
て
変
わ
る
イ
ノ
シ
シ
の

生
態
に
応
じ
て
異
な

っ
て
い
る
。
ま
ず
、
イ
ノ
シ
シ
が

畑
の
収
穫
物
を
荒
ら
す
八
～
九
月
で
は
、
畑

の
中
で
の

待
ち
伏
せ
猟
が
行
わ
れ
る
。
調
査
地
に
は
、
待
ち
伏
せ

台
に
二
つ
の
タ
イ
プ
が
確
認
で
き
た
。
畑
に
木
を
組
ん

で
待
ち
伏
せ
台
を
新
た
に
建
設
す
る
タ
イ
プ
と
、
木
の

上
を
待
ち
伏
せ
台
に
す
る
場
合
と

で
あ
る

(写
真
2
)
。

二
つ
と
も
、
畑
や
森
と
畑

の
境
界
に
位
置
す
る
。
猟

は
、
前
述
し
た
野
鶏
猟
と
同
様
に
、
農
閑
期
と
な
る

一

～
四
月
に
行
わ
れ
る
。
イ
ノ
シ
シ
の
出
産
が
多
い
三
月

頃
は
、
獲
物
の
足
跡
を
追
跡
す
る
個
人
猟
と
、
獲
物
が

逃
げ
込
ん
だ
森
を
十
数
人
で
囲

い
込
む
集
団
猟
が
行
わ

れ
る
。
ま
た
、
二
～
三
人
で
、
イ
ノ
シ
シ
の
み
を
対
象

に
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
集
落
か
ら
数
キ
ロ
メ
ー
ト写真2待 ち伏せ台。畑に木を組んでつくられる(タ イ ・ヤオ族、撮影:池 谷)
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ル
以
上
離
れ
た
と
こ
ろ

へ
遠
征
に
行
く
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
場
合
に
は
、
野
外
で
二
～
三
泊
す
る
。

以
下
で
は
個
人
猟
と
集
団
猟
の
詳
細
を
述

べ
よ
う
。

ま
ず
、
集
落
周
辺
の
猟
場
は
国
有
地
な
の
で
特
定
の
人

の
独
占
的
な
利
用
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
誰
も
が
、

自
由
に
猟
を
行

っ
て
も
よ
い
。
た
だ
、
待
ち
伏
せ
を
す

る
待
ち
伏
せ
台
は
、
造

っ
た
も
の
が
独
占
的
に
利
用
し

て
い
る
。

【事
例

二
】
足
跡
追
跡
猟

二
〇
〇
六
年
三
月
二
十
六
日

(直
接
観
察
)

筆
者

(池
谷
)
は
、
イ
氏
の
狩
猟

に
同
行
す

る
。

一
匹
の
犬
も
い
っ
し
ょ
で
あ
る
。
彼

の
持
ち

物
は
、
銃
の
ほ
か
に
は
山
刀
、
バ

ッ
グ
、
笛
な
ど

で
あ
る
。
ま
ず
、
午
前
五
時
十
三
分
、
彼
は
徒
歩

で
出
発
す
る
。

五
時

三
十
分
車
道
か
ら

右
に
入

る
。
五
時
三
十
七
分
、
立
ち
止
ま
る
。
野
鶏
の
声

は
聞
こ
え
な

い
と

い
う
。
犬
も
来
て
い
る
。
五
時

五
十
二
分
、
イ
ノ
シ
シ
の
足
跡
を
見
る
。
あ
た
り

は
明
る
く
な
る
。
六
時
に
笛
を
吹
く
が
野
鶏
が

い

る
よ
う
な
気
配
は
な

い
。
イ
ノ
シ
シ
の
足
跡
を
読

む
。
六
時
十
分
、
イ
ノ
シ
シ
の
足
跡
を
見
る
。
通

行
を
妨
害
す
る
木
を
切
る
た
め
に
山
刀
を
使
う
。

六
時
二
十
二
分
、
立
ち
止
ま
り
、
笛
を
吹
く
。
六

時
三
十
分
、
野
鶏
が
鳴
か
な
い
の
で
、
ど
う
に
も

な
ら
な

い
と

い
う
。
六
時
三
十
七
分
、
竹
林
あ

り
。
六
時
四
十
六
分
、
や
ぶ
こ
き
を
し
て
、
見
張

り
台
を
み

つ
け
る
。

こ
こ
に
は
、
サ
ン
パ
ラ
ン

(栽
培
イ

モ
の
根
)
が
あ
り
。

こ
こ
で
、
か
つ
て

二
頭

の
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し
た
と

い
う
。
七
時
二

分
、

ハ
チ
の
巣
を
見

つ
け
、

ハ
チ
の
子
を
食
用
に

す
る
た
め
に
そ
れ
を
バ
ッ
グ
に
入
れ
る
。
遠
く
の

ほ
う
で
、
野
鶏
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
。
七
時
十

八
分
、
道
路
に
出
る
。
七
時
四
十
五
分
に
村
に
着

く
。

以
上
の
よ
う
な

【事
例
二
】
か
ら
、
次

の
点
が
明
ら

か
に
な

っ
た
。
集
落
か
ら
猟
場
ま
で
は
、
徒
歩

で
約
二

十
五
分
を
費
や
す
。
猟
場
は
、
か

つ
て
焼
畑
が
行
わ
れ

て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と

い
わ
れ
る
が
、
途
中
で
、
イ

ノ
シ
シ
の
足
跡
を
見

つ
け
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
追
跡
す

る
た
め
に
や
ぶ
こ
ぎ
を
す
る
。
猟
に
は
犬
が
使
わ
れ
て

お
り
、
犬
は
猟
師
の
先
を
歩

い
て
い
た
。
ま
た
、
サ
ン

パ
ラ
は
イ
ノ
シ
シ
を
待
ち
伏
せ
す
る
た
め
に
、
彼
が
植

え
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
集
団
猟
と
し
て
の

「
巻

狩
り
猟

」
の
実
際
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

【事
例
三
】
巻
狩
り

二
〇
〇
六
年
三
月
二
十
六
日

今
回
は
、
X
氏
が
イ
ノ
シ
シ
の
足
跡
を
見
た
こ

と
が
集
団
猟
の
き

っ
か
け
に
な

っ
て
い
る
。
巻
狩

り
の
通
達
が
す
ば
や
く
各
家

に
ま
わ

っ
た
。
三
月

二
十
六
日
の
第

一
回
目
の
狩
猟
は
、
お
お
よ
そ

一

〇
時
三
〇
分
か
ら

一
四
時
頃
に
か
け
て
行
わ
れ

た
。
参
加
者
は
、

二
十

一
名

で
あ

っ
た
。
猟
で

は
、
幼
獣

一
頭
と
成
獣

一
頭
を
捕
獲
し
た
。
幼
獣

を
先
に
地
点
A
で
捕
獲
し
た
が
、
成
獣
は
地
点
A

の
包
囲
網
を
突
破
し
た
。
包
囲
網
に
お
け
る
勢
子

と
勢
子
と
の
距
離
は
、
約
五
～
八
メ
ー
ト
ル
、
完

成
ま
で
は
静
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
や
ぶ
の
中
か

ら
イ
ノ
シ
シ
を
追

い
出
す
た
め
に

「
オ
ー
イ
、
オ

ー
イ
」
と
勢
子
が
声
を
出
す
。
そ
の
後
、
仕
留
め

た
イ

ノ
シ
シ
は
、
畑

の
出
作

り
小
屋
で
解
体
し

た
。
こ
の
出
作
り
小
屋
を
使

っ
た
の
は
、
水
が
利

用
で
き
た
た
め
で
あ
る
。

以
上
の
事
例
か
ら
、
次

の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

巻
狩
り
の
際
に
行
わ
れ
る
イ
ノ
シ
シ
の
包
囲
網
が

つ
く

ら
れ
て
も
、
イ
ノ
シ
シ
は
簡
単
に
そ
れ
を
突
破
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
狩
猟
活
動
は
、
標
高

差
で
約
三
十
メ
ー
ト
ル
あ
る
山

の
斜
面
を
利
用
し
て
い

る
も

の
で
あ
る
。
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巻
狩
り
に
お
け
る
肉

の
分
配
事
例
を
み
て

み
よ
う

(写
真

3
)
。
ま
ず
初
め
に
、
イ
ノ
シ
シ
を
最
初

に
撃

っ

た
人
が
イ
ノ
シ
シ
の
頭
部
と
膝
よ
り
下
の
脚
の
部
分
を

手
に
入
れ
た
。
こ
れ
ら
の
部
分
は
儀
礼
に
必
要
と
さ
れ

る
部
分

で
あ
る
。
残
り

の
部
分
を
、

二
十
三
等
分
し

て
、
S
氏
と
K
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
二
/
二
十
三
を
手
に
入

れ
て
、
そ
れ
以
外
の
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

一
/

二
十
三

(約

ニ
キ

ロ
グ
ラ
ム
)
ず

つ
手
に
入
れ
た
。
な

お
、
銃

を
借
り
た
お
礼
と
し
て
、
K
氏
は
自
分

の
取
り
分

(四

キ

ロ
グ
ラ
ム
と
推
定
)
か
ら
約

一
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
肉

を
、
銃

の
持
ち
主
に
分
配
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
集
団

猟
の
際
に
は
、
肉
の
分
配
方
法
に

一
定

の
ル
ー
ル
が
み

ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
こ
の
節

で
は
、
タ
イ
北
部
に
お
け

る
ヤ
オ
族

の
村
の
事
例
か
ら
、
野
鶏
や
イ
ノ
シ
シ
を
対

象
に
し
た
狩
猟
活
動
の
実
際
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ

ら
は
、
メ
コ
ン
河
支
流

の
イ
ン
川
上
流
域

で
の
事
例
に

す
ぎ
な

い
が
、
調
査
地
全
体

の
狩
猟
活
動

の
実
際
を
理

解
す
る
う
え

で
有
用
で
あ
ろ
う
。

3

狩
猟
技
術
と
儀
礼

ー

ラ
オ
ス
北
部
の
メ
コ
ン
河
中
流
域

ラ
オ
ス
北
部
の
焼
畑
農
耕
民
も
ま
た
、
狩
猟
と
深
く

関
わ

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
焼
畑
農
耕
そ
の
も
の
が
野

生
動
物
の
生
息
地
と
隣
り
合
わ
せ
に
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
と
関
係
す
る
。

つ
ま
り
、
焼
畑
農
耕
民
に
と

っ
て
野

生
動
物
は
焼
畑

の
作
物
に
対
す
る
害
獣

・
害
鳥
と
し
て

登
場
す
る
。
焼
畑
農
耕
民
は
そ
れ
を
排
除
し
よ
う
と
す

る
。
そ
の
端
的
な
行
為
が
狩
猟
で
あ
る
。
た
だ
し
注
意

深
く
見
る
と
、
狩
猟
は
単
に
害
獣

・
害
鳥
駆
除
だ
け
を

目
的
と
し
た
行
為
で
は
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は

稲
作
儀
礼
の
中
に
も
野
生
動
物
と
深

い
関
わ
り
を
示
す

語
り
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。

本
節
で
は
、
ラ
オ
ス
北
部
に
見
ら
れ
る
豊
か
な
狩
猟

形
態
と
作
物
の
豊
作
を
祈
願
す
る
た
め
の
犠
牲
獣
を
獲

得
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
集
団
狩
猟
も
み
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
に
触
れ
な
が
ら
、

ラ
オ
ス
北
部
の

焼
畑
民

の
狩
猟
儀
礼
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。

野
鶏
猟
の
技
術

(呼
び
笛
と
囮
)

い
し
ゆ
み

呼
び
笛
は
、
弩
、
猟
銃
、
罠
な
ど
を
用
い
た
狩
猟
と

組
み
合
わ
せ
て
用
い
ら
れ
る
。
代
表
的
な
呼
び
笛
が
、

赤
色
野
鶏

の
オ
ス
の
鳴
き
声
に
似
せ
て
作
ら
れ
た
呼
び

笛

で
あ
る
。

ル
ア
ン
パ
バ
ン
県
ム
ア
ン
ゴ
イ
郡
ド
ゥ
ン
村

(カ
ム

族
)
で
は
、

こ
の
笛

の
こ
と
を

「
コ
ン
ト
ー

・
イ

ヤ

ル

・
ブ
リ
ー
」
(真
似
る

・
鶏

・
森
)
と
呼
ん
で
い
る
。

チ

ョ
イ
と
い
う
竹
の
節
部
を
挟
ん
で
上
下
に
共
鳴
体
と

し
て
筒
を
残
し
、
節

の
上
側
に
二
つ
な
い
し
は
ひ
と

つ

の
窓
を
開
け
、
竹
の
ス
ト
ロ
ー
で
息
を
吹
き
込
む
笛
で

あ
る
。
こ
の
笛
に
は
二

つ
の
使
用
方
法
が
あ
る
。
ひ
と

つ
は
、
野
鶏
が
通
る
と
推
定
さ
れ
る
所
の
両
脇
に
垣
根

を
作
り
、
わ
ず
か
に
開
け
た
通
り
道
に
く
く
り
罠
の
締

め
輪
を
下
げ
、
手
前
側
の
茂
み
に
隠
れ
て
呼
び
笛
を
吹

く
。
笛

の
音
を
聞

い
た
雄
は
、

一
目
散
に
走
り
寄

っ
て

き
て
罠
に
掛
か
る
。
二

つ
目
は
、
罠
場
の
中
央
に
囮

の

雄
鶏
を
繋
ぎ
、
周
り
に
く
く
り
罠

の
締
め
輪
を
張
り
巡

真3捕 獲されたイノシシ(タ イ ・ヤオ族、撮影:池 谷)
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ら
し
、
茂
み
に
隠
れ
て
笛
を
吹
く
。
雌
が
い
る
と
思

っ

た
囮
は
け
た
た
ま
し

い
鳴
き
声
を
上
げ
る
。
そ
れ
を
聞

い
た
野
鶏
は
、
縄
張
り
を
荒
ら
さ
れ
た
と
思

い
、
囮
に

向
か

っ
て
突
進
し
て
き
て
、
罠
に
掛
か
る
と

い
う
も
の

で
あ
る
。

囮

の
雄
鶏
は
、
野
鶏
の
雄
と
家
禽

の
雌
鶏

と
の
交
配

に
よ

っ
て
得
る
。

ル
ア
ン
パ
バ
ン
県
ナ
ム
バ

ッ
ク
郡
シ

ー
ム
ン
フ
ン
村

(タ
イ

・
ル
ー
族
)
で
は
、
焼
畑
作
業

の
期
間
に
家

で
飼

っ
て
い
る
発
情
し
た
雌
の
鶏
を
畑
に

出
し
て
、
野
鶏
の
雄
と
交
配
さ
せ
て
卵
を
産
ま
せ
、
家

に
持
ち
帰

っ
て
家

の
雌
鶏
に
抱
か
せ
て
艀
化
さ
せ
る
。

こ
う
し
て
で
き
た
雄
鶏
を
囮
に
す
る
。
囮
は
、
「カ
イ
・

ス
ア
」
(鶏

・
野
生
の
血
が
混
じ

っ
て
い
る
)
と
呼
び
、

ソ
ン
と
呼
ぶ
竹
籠

に
入
れ
て
狩
り
に
持

っ
て

い
く
。

呼
び
笛
は
、
元
来
、
モ
ン
族
が
使
用
し
て

い
た
と
い

わ
れ
る
が
、
現
在

で
は
ア
カ
族
、
カ
ム
族
、

タ
イ

・
ル

ー
族
、
タ
イ

・
ダ
ム
族
な
ど
の
多
く
の
民
族

が
用
い
て

い
る
。
材
料

が
竹
か
ら
軍
用
銃
の
薬
黄

(
や

っ
き

ょ

う
)
に
変
わ
り
、
最
近
で
は
ブ
リ
キ
製
の
も

の
も
市
場

で
売
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ウ
ド
ム
サ
イ
県
ム
ア
ン
ガ
ー
郡
テ
ィ
ー
ン
タ

イ
村

(
タ
イ

・
ル
ー
族
)
で
は
、
「
マ
ッ
チ

ョ
ロ
イ

・

ノ
ッ
ク
」

(真
似
る

・
野
鳥
)
と

い
う
呼
び
笛
が
用

い

ら
れ
る
。
こ
の
笛
に
は
、

コ
コ
ヤ
シ
の
殻
に
穴
を
開
け

て
吹
竹
を
付
け
た
も
の
、
竹
筒

の
片
方
に
蓋

を
し
、
中

に
鉄
砲
の
玉
を
入
れ
、
片
方
に
吹

口
を
付
け
た
蓋
を
し

た
も
の
、
細
い
竹
の
節
の
両
側
に
わ
た

っ
て
切
り
込
み

を
入
れ
、
吹
く
ほ
う
の
側
に
糸
を
巻
き
な
が
ら
音
を
調

整
し
た
も
の
の
三
種
類
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
雌
雄
両
方

の
鳴
き
声
が
真
似
で
き
る
。
さ
ら
に
、
モ
ン
族

の
間
で

は
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
を
呼
ぶ
際
に
木

の
葉
を
唇
に
当

て
て
吹
く
柴
笛
が
あ
る
。

イ
ノ
シ
シ
猟
の
技
術

(罠
と
落
と
し
穴
と
銃
)

ル
ア
ン
パ
バ
ン
県
ム
ア
ン
ゴ
イ
郡
ド

ウ
ン
村

(カ
ム

族
)
で
は
、
実
り
の
時
期
の
焼
畑
に
稲
を
食
べ
に
出
て

く
る
イ
ノ
シ
シ
を
対
象
に
し
た
三

つ
の
罠
猟
が
あ
る
。

ひ
と

つ
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
通
り
道
に
直
交
す
る
方
向

に

穴
を
掘
り
、
そ
の
上
に
板
を
渡
し
、
周
り
に
撲
ね
木
に

繋

い
だ
く
く
り
縄
を
回
す
方
法
で
あ
る
。
イ
ノ
シ
シ
が

板
を
踏
み
落
と
す
と
、
擾
ね
木

の
留
め
た
爪
が
外
れ
、

足
を
く
く
り
跳
ね
上
げ
る
。
ブ
レ
オ

・
ス
ワ
ン

・
ブ
リ

ッ

(足
く
く
り
罠

・
イ
ノ
シ
シ

・
森
)
と

い
う
。
穴
の

手
前
に
丸
竹
を

一
本
置
け
ば
、
イ
ノ
シ
シ
は
そ
れ
を
飛

び
越
そ
う
と
し
て
穴
に
足
を
突

っ
込
む
と

い
う
。
も
う

ひ
と

つ
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
通
り
道
と
直
交
す
る
方
向

に
、
撲
ね
木
に
繋

い
だ
く
く
り
縄
を
、
猪
首
の
高
さ
に

張
り
回
し
、
地
面
に
立
て
た
割
竹

の
節

の
突
起
部
に
擾

ね
木
を
引

っ
か
け
て
留
め
る
方
法
で
あ
る
。
イ
ノ
シ
シ

が
首
を
突

っ
込
ん
で
く
く
り
縄
を
引
く
と
、
擾
ね
木
の

留
め
が
外
れ
吊
り
上
げ
る
。
プ
ラ
ヨ
ッ
・
ス
ワ
ン

・
ブ

リ

ッ

(首
く
く
り
罠

・
猪

・
森
)
と
呼
ば
れ
る
も

の

で
、
イ
ノ
シ
シ
の
大
き
さ
に
よ

っ
て
く
く
り
縄

の
高
さ

を
調
節
す
る
。

残
り
の
ひ
と

つ
は
、

二
本
の
立
木

へ
交
互
に
丸
竹
を

差
し
渡
し
て
擾
ね
木
と
し
、
そ
れ
と
直
交
す
る
よ
う
に

渡
さ
れ
た
支
え
木
に
竹
の
爪
で
留

め
、
擾
ね
木
の
先
に

直
交
す
る
よ
う
に
竹
槍
を
添
え
、
留
め
爪
か
ら
延
ば
し

た
紐
を
イ
ノ
シ
シ
の
通
り
道
に
張
り
渡
す
方
法
で
あ

る
。
イ
ノ
シ
シ
が
紐
に
引

っ
掛
か
る
と
、
留
め
爪
が
外

れ
、
竹
槍
が
イ
ノ
シ
シ
を
突
き
刺
す
仕
掛
け
槍
と

い
う

(写
真
4
)。
イ
ノ
シ
シ
の
体
高
に
合
わ
せ
て
擾
ね
木
と

槍
の
高
さ
を
調
節
す
る
。
こ
れ
は
、

一
九
六
〇
年
代

の

ラ
オ
ス
内
戦
で
も
武
器
と
し
て
利
用
し
た
と
い
う
。
こ

の
仕
掛
け
槍
の
罠
は
、
ル
ア
ン
ナ
ム
タ
県
ナ
ム
タ
ー
郡

サ
ム
ソ
ン
村

(カ
ム
族
)
で
は
、

ハ
オ
ー
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
ド
ゥ
ン
村
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
は

「若

い
森
」
に
棲
ん

で
お
り

「年
を
取

っ
た
森
」
に
は
い
な
い
と
言

い
、
若

い
森
か
ら
畑

に
入

っ
て
く
る
通
り
道
に
罠
を
仕
掛
け

る
。先
に
示
し
た
サ
ム
ソ
ン
村

(カ
ム
族
)
で
は
、
稲
が

実
る
時
期
に
ト
ウ

(窪
み
)
と
い
う
名
称

の
、
イ
ノ
シ

シ
を
捕
獲
す
る
落
と
し
穴
式

の
罠
を
仕
掛
け
る

(写
真

5
)。
ま
ず
イ
ノ
シ
シ
が
侵
入
す
る
焼
畑

の
脇
に
、
並
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行
方
向
の
幅
が

一
メ
ー
ト
ル
、
直
交
方
向
幅
が

一
ヒ
ロ

と
肩
肘
の
長
さ
、
深
さ
が
脇

の
下
ま
で
の
高
さ

の
穴
を

掘
る
。
底
を
袋
状
に
掘
り
広
げ
、
サ
ラ
ッ
と
呼

ぶ
竹

の

槍
を
数
本
上
向
き
に
差
し
立

て
る
。
そ
の
上
に
偽
装

の

た
め
の
草
木
を
お
く
。
通
り
か
か

っ
た
イ
ノ
シ

シ
は
穴

に
落
ち
て
、
サ
ラ
ッ
に
突
き
刺
さ
る
。

ウ
ド
ム
サ
イ
県

ム
ア
ン
フ
ン
郡
プ

ウ
ー
ラ

ッ
ト
村

(カ
ム
族
)
で
は
、
か

つ
て
、
村
人
全
員
が
参

加
し
て

行
う

ヨ
ッ

・
オ
ン

・
ス
ワ
ン

・
ル
ア
ン

(
一
緒

に
イ
ノ

シ
シ
狩
り

に
行
く
)
と

い
う
集
団
狩
猟
を
行

っ
て
い

た
。
そ
の
時
期
は
雨
季
の
七
月

の
頃
で
、
乾
季

に
は
イ

ノ
シ
シ
の
足
跡
が
わ
か
り
に
く

い
の
で
行
わ
な

い
。
皆

で
森
に
出
掛
け
て
、

コ
ン

・
ク
エ
ッ

(足
跡
を
調
査
す

る
人
)
と
呼
ば
れ
る

一
人
か
二
人
が
、
チ
ャ
ッ
ノ
ン

・

ス
ワ
ン

(イ
ノ
シ
シ
の
通
る
道
)
を
見
な
が
ら
イ
ノ
シ

シ
が
い
る
か
ど
う
か
調
べ
て
、
イ
ノ
シ
シ
が
出

て
く
る

よ
う
な
と
こ
ろ
に
鉄
砲
を
持

っ
た

コ
ン

・
コ

・
ピ

ン

(待

っ
て
射

る
人
)
を
配
置
す
る
。
鉄
砲
を
持
た
な

い

村
人
た
ち
が
コ
ン

・
オ
ー
ル

(叫
ぶ
人
)
と
な

っ
て
、

チ
ャ
ッ
ノ
ン

・
ス
ワ
ン
の
方
向
に
イ
ノ
シ
シ
を
追

い
立

て
て
行
く
。

一
回
で
三
頭
か
ら
四
頭
が
獲
れ
る
。
獲
れ

た
イ
ノ
シ
シ
は
森

の
中
で
解
体
し
、
射
止
め
た
人
は
頭

と
後
脚
を
、
残
り
は
全
員
に
分
配
す
る
。
ル
ア
ン
ナ
ム

タ
県
ナ
ム
タ
ー
郡
サ
ム
ソ
ン
村

(カ
ム
族
)
で
も
、
竹

や
じ
り

の
先
に
鎌
を
付
け
た
槍
で
刺
す

ヨ
ッ
ク
ワ
ー
ル
と

い
う

同
様

の
集
団
狩
猟
を
、
十

一
月
か
ら
十
二
月

の
時
期
に

行

っ
て
い
た
。

獲
物
を
射
止
め
た
場
所
に
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
舌
と
耳

を
少
し
切
り
取

っ
て
土
の
中
に
埋
め
て
、
そ
こ
に
い
る

ロ
イ

・
パ
テ
ッ

(土
の
霊
)
に
食

べ
さ
せ
る
。
ま
た
、

森
か
ら
村
に
肉
を
持

っ
て
帰
る
と
き
、
三
叉
路
に
出
く

わ
し
た
ら
肉
を
少
し
供
え
る
。
そ
う
し
な

い
と
、
霊
が

村
に
入

っ
て
き
て
子
ど
も
た
ち
を
死
な
せ
た
り
す
る
と

い
う
。
こ
の
習
慣
は
、
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
。

射
止
め
た
人
の
家
で
は
、
頭
、
内
臓
、
肉
を
少
し
ず

つ
竹
紐
に
繋

い
で
湯
が
き
、
食
台

に
載
せ
、
鉄
砲
を
立

て
掛
け
、
竹
紐

の
肉
な
ど
の
料
理
を
少
し

ず

つ
お
供
え
し
て
、
「
こ
れ
か
ら
も
獲
物

が
獲
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
、
鉄
砲
に
向
か

っ
て
お
願

い
す
る
。
射
止
め
た
人
が
ま
ず

食
べ
て
か
ら
、
そ
の
後
皆
で
共
食
す
る
。

焼
畑
の
稲
作
儀
礼
と
野
生
動
物

焼
畑
で
は
、
畑
地
の
選
定

・
伐
採
か
ら

始
ま
り
、
播
種
、
除
草
、
収
穫
と
作
業
が

続
く
。
各
作
業
の
節
目
に
は
野
生
動
物
に

深
く
関
与
し
た
言
い
伝
え
が
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
各
作
業
段
階
に
分
け
て
、
そ
れ
ら

の
詳
細
を
述
べ
よ
う
。
カ
ム
族
が
事
例

の

写真4罠(ラ オス ・カム族、撮影:川 野)

写真5落 とし穴式の罠(ラ オス ・カム族、撮影;川 野)
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中
心
で
あ
る
が
、
タ
イ

・
ル
ー
族
や
ラ
メ

ッ
ト
族
な
ど

の
事
例
を
も
取
り
上
げ
る
。

人
び
と
は
焼
畑
を
伐
り
拓
こ
う
と
す
る
と
き
、
し
ば

し
ば
そ
こ
に
い
る
霊
の
意
思
を
窺
う
が
、
そ

の
意
思
が

野
生
動
物
の
姿
を
も

っ
て
提
示
さ
れ
、
そ
の
決
定
に
重

要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
が
多

い
。

た
と
え
ば
、
ル
ア
ン
パ
バ
ン
県

ム
ア
ン
ゴ
イ
郡
ド
ウ

ン
村

(カ
ム
族
)
で
は
、
ま
ず
、
伐
り
拓
こ
う
と
す
る

森
に
行

っ
て
、
砥
石
を
置
き
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
巣
と

ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
燃
や
し
て
、
そ
こ
に
い
る
霊

に
立
ち
退

い
て
も
ら
う
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
に
、

ハ
チ
の
巣
を

見
た
り
、
野
生
動
物

(シ
カ
)
を
見
た
り
鳴
き
声
を
聞

い
た
り
し
た
ら
、
た
だ
ち
に
止
め
る
。
な
ぜ
な
ら
、

ハ

チ
の
巣
は
、
葬
式
で
お
棺
を
担

い
だ
形
を
し

て
お
り
、

野
生
動
物

(シ
カ
)
は
森

の
霊
の
使

い
と
し

て

「
こ
こ

を
畑
に
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
こ
と
を
告
げ
に
来

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
無
視
し
て
畑
に
す
る
と

人
び
と
が
病
気
に
な

っ
た
り
、
死
ん
だ
り
す

る
の
で
、

今
で
も
絶
対
に
遵
守
す
る
。

ル
ア
ン
ナ
ム
タ
県
ナ
ー
レ
ー
郡
サ
リ
ア
ー

ン
パ
ン
村

(ラ
メ
ッ
ト
族
)
は
、
選
定
し
た
畑

の
予
定
地

に
行
く

途
中
に
、
ポ
イ

(シ
カ
)
や
エ
プ
レ

ッ

(野
鶏

)
を
見

た
ら
、
そ
れ
は
、
森

の
霊
が
そ
こ
の
場
所
を
畑

に
し
て

は
な
ら
な
い
と

い
う
意
思
表
示
を
し
た
の
だ
と
語
る
。

ル
ア
ン
ナ
ム
タ
県
ナ
ム
タ
ー
郡
サ
ム
ソ
ン
村

(カ
ム

族
)
で
は
、
自
分
が
気
に
入

っ
た
場
所
を
決
め
て
、
畑

に
し
て
よ
い
か
否
か
を
占
う
リ
ヤ

ッ
プ

・
ハ
レ
ッ

(確

認
調
査

・
畑
)
を
す
る
。
ま
ず
、
伐
り
拓

い
た
場
所
の

中
央

の
地
面
で
火
を
起
こ
し
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
と
カ
イ
ガ

ラ
ム
シ
の
巣
を
燃
や
し
て
霊
を
追

い
出
し
、
「
こ
こ
で

焼
畑
を
し
ま
す
。
稲
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
よ
く
実
り
、

人
も
病
気
に
な
ら
な

い
よ
う
に
」
と
祈

っ
て
家
に
帰

っ

て
夢
を
見
る
。
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
夢
を
見
た
ら
、
家

族
の
誰
か
に
心
の
苦
し
み
が
起
こ
る
徴
し
で
あ
り
、
稲

が
ネ
ズ
ミ
や
イ
ノ
シ
シ
に
や
ら
れ
る
徴
し
な
の
で
、
そ

こ
の
森
を
伐

っ
て
は
な
ら
な
い
と
語
る
。

こ
れ
ら
の
語
り
の
意
味
は
、
野
生
動
物
が
焼
畑
農
耕

の
対
立
項
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
し
か
も
、
人
間
は
現
実

の
野
生
動
物
と

の
対
立

を

一
方
的
に
忌
避
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

ル
ア
ン
ナ
ム
タ
県
ナ
ー
レ
ー
郡
ト
ン
ト
ー
ン
村

(カ

ム
族
)
で
は
、
森
林
を
焼
い
て
三
週
間
経

つ
と
種
播
き

を
す
る
。
種
播
き
を
始
め
る
前
に
、
男
主
人
が
畑
に
播

く
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類

の
種
籾
を
、
チ
ョ
オ

(作
小
屋

u

収
穫
時
の
畑

の
米
倉
)
の

「聖
な
る
畑
」
に
儀
礼
的
に

播
く
。
そ
の
と
き
、
家
か
ら
持

っ
て
き
た
生
卵
を

一
個

割

っ
て
、
チ
ョ
オ
で
蒸
し
焼
き
に
し
、
ご
飯
と

一
緒
に

少
し
ず

つ
播
く
種
籾
に
食
べ
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
卵
の

殻
を
小
さ
く
割

っ
て
畑
に
播
く
種
籾
に
触
れ
さ
せ
た
後

に
、
ユ
ア
ン

・
ハ
レ

ッ

(畑
の
下
側
縁
)
の
出
入
り
口

の
外
側
に
投
げ
捨
て
る
。
卵
の
殻
を
畑
の
出
入
り
口
の

外
で
イ
ノ
シ
シ
に
食
わ
せ
て
、
も
て
な
し
て
お
引
き
取

り
を
願
お
う
と

い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら

ユ
ア
ン

・

ハ
レ
ッ
の
あ
た
り
は
水
分
が
多

い
の
で
、
そ
れ
を
好
む

早
稲
種
を
播
く
。
イ
ノ
シ
シ
は
畑

の
下
側
か
ら

一
番
早

く
入

っ
て
く
る
の
で
、
早
生

(稲
)
種
を
植
え
て
お
け

ば
、
イ
ノ
シ
シ
が
畑
に
入
る
前
に
収
穫
で
き
る
か
ら
だ

と

い
う
。

つ
ま
り
、
こ
こ
に
も
焼
畑
農
耕
民
と
イ
ノ
シ

シ
と

の
対
立
が
見
ら
れ
る
が
、
イ
ノ
シ
シ
と

の
現
実
的

な
対
立
、
遭
遇
を
調
和
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
考
え

方
が
息
づ
い
て
い
る
。

ル
ア
ン
ナ
ム
タ
県
ナ
ム
バ
ッ
ク
郡
コ
ク
ナ
ン
村

(タ

イ

・
ル
ー
族
)
で
は
、
種
を
播
い
て
二
ヵ
月
経
ち
、
稲

の
背
丈
が
人
の
膝
の
高
さ
ぐ
ら
い
に
な

っ
た
こ
ろ
、
稲

の
成
育
促
進
儀
礼
を
行
う
。
こ
の
儀
礼
に
は
、
次
の
よ

う
な
伝
承
が
あ
る
。

昔

、

タ

イ

・
ル

ー
は

米

作

り

を

し

て

い
な

か

っ

た

。

パ

ー

マ
イ

・
ヒ
ー

マ
パ

ー

ン

(森

・
豊

か

な

野

生

)

と

い
う

山

の
中

に
、

直

径

が

七

拳

の
粒

の

大

き

な

稲

の
穂

が

あ

っ
て
、

収

穫

の
時

期

に

ラ
オ

カ

オ

(米

倉

)

を

き

れ

い
に

掃

除

し

て
、

鐘

を

ポ

ー

ン
と

叩

く

と

、

籾

が

飛

ん

で
き

て

ラ

オ

カ

オ

は

独

り

で

に

い

っ
ぱ

い
に

な

る

も

の

で
あ

っ
た
。

と

こ

ろ

が

、

あ

る
と

き

、
寡

婦

の

メ
ー

マ
イ

と

い
う
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お
ば
さ
ん
が
、

一
人
で
の
作
業
で
あ
る
た
め
手
間

取
り
、
ラ
オ
カ
オ
が
完
成
し
な
い
う
ち

に
手
に
持

っ
て
い
た
棒
が
鐘
に
触
れ
て
し
ま

っ
た
。
他

の
家

の
ラ
オ
カ
オ
は
籾
を
迎
え
る
準
備
が
終

わ

っ
て
い

た
の
で
ラ
オ
カ
オ
は
籾
で
い
っ
ぱ
い
に
な

っ
た
。

し
か
し
、
お
ば
さ
ん
の
ラ
オ
カ
オ
は
準
備
が
終

わ

っ
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
飛
ん
で
き

た
籾
は
外

に
溜
ま

っ
て
い
た
。
お
ば
さ
ん
は
、
悔

し
さ
の
余

り
怒

っ
て
棒
で
そ

の
籾
を
叩
い
た
と
こ
ろ
、
現
在

の
よ
う
に
小
さ
な
粒
に
割
れ
て
、
村

の
全
部
の
籾

が
川
や
森
に
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま

っ
た
。
森
に
逃

げ
た
籾
は
野
鶏
が
保
管
し
た
。
ま
た
、
川
に
逃
げ

た
籾
は
パ
シ
ュ
ウ
と
い
う
種
類
の
ナ
ン
タ
ロ
タ
ラ

ー
ン
と

い
う
名
前

の
雌

の
魚
が
、
ナ
ン

・
ク
ワ

・

ソ
ッ

(～
さ
ん

・
お
手
伝

い

・
ソ
ッ
)
と
命
名
し

て
保
管
し
た
。
そ
れ
以
後
、
タ
イ

・
ル
ー
の
村
か

ら
籾
が
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
十
万
年
後
、
あ
る
お
金
持
ち

の
女

性
が
、
川
に
魚
取
り
に
行

っ
た
と
こ
ろ
、
パ
ー
カ

ン
と
い
う
種
類

の
雄
の
魚
を
捕
ま
え
た
。
パ
シ
ュ

ウ
は

「恋
人
を
捕
ら
れ
た
ら
困
る
の
で
パ
ー
カ
ン

を
助
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
代
わ
り
、
稲
を
差
し

上
げ
ま
す

の
で
パ
ー
カ
ン
を
返
し
て
く
だ
さ
い
」

と
お
願

い
を
し
た
。
女
性
が
パ
ー
カ
ン
を
返
す
と

稲
を
く
れ
た
。
そ
の
時
か
ら
タ
イ

・
ル
ー
は
再
び

稲

を

手

に

入

れ

、

稲

作

を

始

め

る

こ

と

が

で

き

た
。

だ

か

ら

、

ホ

ン

カ

オ

ヘ

ッ

の
儀

式

に

ガ

イ

・

メ

イ

・
ウ

ー

ン

・
カ

オ

(鶏
∵

雌

・
抱

く

・
稲

)

と

呼

ば

れ

る
鶏

と

パ

ー

カ

ン
、

パ

シ

ュ

ウ

の

二
種

類

の
魚

を

供

え

る
。

ル

ア

ン

パ

バ

ン

県

ム

ア

ン
ゴ

イ

郡

ド

ゥ

ン
村

(
カ

ム

族

)

で

も

、

陸

稲

と

ゴ

ッ

・
イ

ヤ

ル

ー

(
稲

・
野

鶏

)

と

の
関

係

が
語

ら

れ

て

い
る

。

昔
、
あ
る
村
に

コ
ン
ロ
ッ
ク

(親
が
亡
く
な

っ

た
少
年
)
が
い
た
。
彼
は
、
だ
ん
だ
ん
貧
乏
に
な

っ
て
い
き
、
焼
畑
が
や
り
た
い
と
思
う
が
、
焼
畑

の
道
具
も
何
も
持

っ
て
い
な
い
。
彼
は
、
父
母
の

お
墓

の
近
く
で
休
憩
す
る
人
た
ち
か
ら
道
具
を
借

り
て
、
あ
る
程
度
の
広
さ
の
森
を
伐
り
拓

い
て
焼

い
た
が
播
く
種
籾
が
な
か

っ
た
。

あ
る
日
、

コ
ン
ロ
ッ
ク
は
モ

(台
付
き
弓
)
を

持

っ
て
森
に
鳥
を
撃
ち
に
行
き
、
ト
ゥ
ン
プ
ル
ー

と

い
う
鳥
を
撃
ち
取

っ
た
。
料
理
を
す
る
た
め
に

解
体
し
た
ら
、
胃
袋

の
中
に
三
粒

の
籾
が
入

っ
て

い
た
。

コ
ン
ロ
ッ
ク
は
そ
の
籾
を
種
籾
に
し
て
畑

に
播
い
た
。
稲
は
順
調
に
育

っ
て
穂
が
出
て
熟
れ

て
収
穫
が
で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
。
彼
が
手
に
入

れ
た
三
粒
の
稲
は
、
ト
ゥ
ン
プ
ル
ー
の
胃
か
ら
出

て
き

た

の
で

、

ゴ

ッ

・
イ

ヤ

ル

ー
と

呼

ぶ

よ

う

に

な

っ
た
。

ト

ゥ

ン
プ

ル

ー

と

イ

ヤ

ル

ー

と

は

同

じ

鳥

で

あ

る

。

そ

の
後

、

コ

ン

ロ

ッ
ク

は

コ
ン

・
プ

ラ

ヨ

ン
と

い
う

野

生

の
鶏

の
姉

妹

と

結

婚

し

て
豊

か

に

な

っ
た

。

以
上
の
神
話
は
、
赤
色
野
鶏
が
稲
を
抱
き
、
保
管
す

る
、
稲
の
母
性
的
な
存
在

で
あ
る
こ
と
と
、
赤
色
野
鶏

が
陸
稲
を
食
べ
る
存
在
で
あ
る
と

い
う
両
義
的
な
存
在

で
あ
る
こ
と
を
語

っ
て
い
る
。

ラ
オ
ス
北
部
の
焼
畑
農
耕
民
の
問
に
は
、
稲
が
豊
作

に
な
る
よ
う
に
陸
稲

の
成
育
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
儀
礼
が
あ
り
、
そ
の
時
に
村
人
に
よ
る
集
団

狩
猟
が
行
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
ウ
ド
ム
サ
イ
県
ム
ア
ン
サ
イ
郡
ホ
イ
フ

ン
ム
村

(
カ
ム
族
)

で
は
、
稲
が
実
る
前

の
九
月
頃

に
、
「プ

ン
マ
・
ロ
イ

・
ム
ア
ン
」
と

い
う
儀
礼
を
行

う
。
午
前
中
に
、
プ
ロ
ヌ
イ
カ

ッ
ト

(門
)
を
、

コ
ン

ポ
ン

・
グ
ン

(村
の
頭
の
意
で
、
聖
な
る
森
の
方
向
に

あ
る
村

の
入
り
口
)
と
、

ブ
タ

・
グ
ン

(村
の
尻
の
意

で
畑

へ
の
道
の
入
り
口
)

の
二
ヵ
所
に
建

て
る
。
こ
の

門
が
建
て
ら
れ
た
ら
、
村
外
の
人
は
村
に
入
れ
な
く
な

る
。
儀
礼
は
、
カ
ム
暦

の

一
週
間

(十
日
)
の
第

一
日

目
に
、
モ
ッ
ク

モ
ー

チ
ャ
ー
と

い
う
聖
な
る
森

の

中
に
あ
る
カ
ン

ロ
イ

ム
ア
ン

(村

の
霊
の
家
)
の
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前

で
、
黒

い
豚
を
殺
し
、
そ
の
生
血
を
霊

の
家

に
付

け
、
調
理
を
し

て
ご
飯
と

一
緒

に
霊

の
家

の
柱
に
供

え
、
「
悪
い
霊
が
村
に
入
ら
な
い
よ
う

に
、

村
人
が
健

康

で
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
家
畜
が
死
な
な

い
よ
う
に
、

稲
を
よ
く
実
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願

い
す
る
。

二
日
目
は
、
ブ
ッ
ク

ス
ッ
ク

ブ

ッ
ク

(羽
根

つ

き
)
や
ル
ー
チ
ャ
ム

(綱
引
き
)
を
行
う
。
綱
引
き
で

は
、
男
性
と
女
性
に
分
か
れ
て
プ
ロ
ン

(籐

の
蔓
)
を

引
く
。
女
性
側
が
勝

つ
と
稲
の
収
穫
が
豊
か

に
な
り
、

男
性
が
勝

つ
と
あ
ま
り
よ
く
な
い
と
い
う
。

三
日
目
に
は
、
村
人
全
員

で
ヨ

・
ク

ワ
ン

・
ト
ウ

(野
生
動
物
を
狩
り
に
行
く
)
の
た
め
に
森

へ
出
掛
け

る
。
獲
物
は
、
村
に
持
ち
帰
り
、
村
人
全
員

で
分
配

し
、
頭
は
ラ
ク
ー
ン
の
家

で
調
理
し
、
全
員

で
食

べ

る
。
四
日
目
は
、

ラ
ク
ー
ン
の
家

の
周
り
の
草
取
り
を

す
る
。

な
お
、
ル
ア
ン
ナ
ム
タ
県
ム
ア
ン
シ
ン
郡

パ
イ
ヤ
ロ

ア
ン
村

(ア
カ
族
)
で
は
、
焼
畑

の
種
播
き
を
始
め
る

前
に
ウ
ネ
ネ
オ

(新
し
い
年
の
祭
)
を
行
う

が
、
そ
の

二
日
目
に
青
年
た
ち
が
、
鉄
砲
を
持

っ
て
集
団
で
山
に

猟
に
出
掛
け
る
習
俗
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ

ろ
そ
の
詳
細
な
方
法
や
目
的
に
つ
い
て
は
、
把
握
で
き

て
い
な
い
。

4

狩
猟
文
化
の
地
域
間
比
較

-
中
国

・
雲
南
省
と
ラ
オ
ス
や
タ
イ
で
の
狩
猟
と

の
比
較

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
タ
イ
北
部
の
狩
猟
活
動

の

実
際
や
ラ
オ
ス
北
部
で
の
狩
猟
技
術
や
儀
礼
の
多
様
性

を
ふ
ま
え

て
、
雲
南
省
の
狩
猟
技
術
や
信
仰
の
事
例
を

加
え
る
こ
と
で
、
前
述
し
た
タ
イ
北
部
や
ラ
オ
ス
に
お

け
る
狩
猟
文
化
と

の
地
域
間
比
較
を
試
み
る
。

い
し
ゆ
み

狩
猟
時
期
と
狩
猟
具
と
し
て
の

弩

雲
南
省

の
狩
猟
は
い
つ
で
も
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。
野
生
動
物
の
餌
と
な
る
木
の
実
や
果
実
が
少
な
く

な
る
冬
か
ら
春
に
か
け
て
の
時
期
、
渡
り
鳥
の
移
動
時

期
、
そ
の
逆
に
田
畑

の
作
物
が
実
り
、
索
餌
の
た
め
に

動
物
が
接
近
す
る
時
期
な
ど
が
猟
期
と
な

っ
た
。
雲
南

省
西

・
南
部
で
は
、
か
つ
て
焼
畑

(刀
耕
火
種
)
が
さ

か
ん
に
行
わ
れ
て
い
た

[サ

ニ
○
○
○
]。
焼
畑

の

作
付
サ
イ
ク
ル
は
狩
猟

の
対
象
や
時
期
と
密
接
に
関
連

す
る
。
森
林
伐
採
に
よ
り
新
し
く
草
本
が
芽
生
え
、
シ

カ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
が
索
餌
に
く
る
。
火
入
れ
は
、
地

中
の
小
動
物
や
野
鶏
を
獲
る
機
会
と
な
る
。
焼
け
た
土

地
に
は
昆
虫
の
死
骸
を
ね
ら
う
野
鶏
が
う
ろ
つ
き
、
焼

け
た
植
物
を
シ
カ
が
好
ん
で
食
す
る
。
播
種
し
た
作
物

の
収
穫
時
期
に
は
大
型

の
動
物
が
作
物
を
求
め
て
や
っ

て
く
る
。
ま
た
、
シ
カ
が
人
尿
を
好

ん
で
舐

め
る
た

め
、
尿
を
土
と
ま
ぜ
た
も
の
を
シ
カ
寄
せ
に
使
う
工
夫

も
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
タ
イ
北
部
と
ラ
オ
ス
北
部

の
狩
猟
時
期
を
比

較
し
て
み
る
と
、
イ
ノ
シ
シ
の
集
団
猟

の
時
期
に
違

い

が
認
め
ら
れ
た
。
タ
イ
の
ヤ
オ
族
で
は
乾
季
に
行
わ
れ

て
い
た
が
、
ラ
オ
ス
の
カ
ム
族
で
は
雨
季
に
実
施
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
違
い
の
要
因
に
つ
い
て
は
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
て
、
雲
南
省

の
焼
畑
農
耕
民
は
、
弓
、
弩
、
鉄

砲
、
や
り
、
罠
、
落
と
し
穴
な
ど
多
様
な
道
具
に
よ
る

狩
猟
を
行
う

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

[羅

一
九
九

六

"
徐

一
九
九
九
]

(写
真
6
)。
弓

は
矢
で
は
な

だ
ん
き
ゅ
う

く
土
製
の
弾
を
射
る
弾
弓
で
あ
り
、
鳥
類
、
小
型
哺
乳

　　
　

類
を
捕
獲
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
弾
弓
は
雲
南
省

西
部

・
南
部

の
タ
イ
族
、
ジ

ン
ポ
ー
族
、

デ
イ
ア
ン

(徳
昴
)
族
、

ア
チ

ャ
ン

(阿
昌
)
族
、
プ

ー
ラ

ン

(布
朗
)
族
、
チ
ノ
ー
族
で

一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
。

矢
を
も
ち

い
た
弓
が
弩
で
あ
り
、
雲
南
省

の
少
数
民

族
で
は
広
く
分
布
す
る
。
特

に
、
山
地
居
住

の
リ

ス

族
、
ラ
フ
族
の
社
会
で
は
弩
は
伝
統
的
に
重
要
な
狩
猟

具
で
あ
る
。
弩
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
式
が
あ
り
、
弩
に

　ヨ
　

毒
矢
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
中
で
、
前
節
ま
で
に
そ
の
詳
細
を
述
べ
て

こ
な
か

っ
た
の
が
、
弩
の
利
用
で
あ
る
。
ラ
オ
ス
に
お
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い
て
も
、
民
族
を
超
え

て
伝
統
的

に
用

い
ら

れ
て
き

た
、
飛
び
道
具
と
し
て
の
狩
猟
具
は
、
台
付
き
弩
弓
で

あ
る
。
呼
び
方
は
、
「
モ
」
(カ
ム
族
)
、
「
カ
」

(ム
シ

ュ
ダ
ー
族
、
ク
イ
族
)
、
「
ナ
ー
」

(タ
イ

・
ダ

ム
族
)
、

「
ナ
ア
ー
」

(
モ
ン
族
)
な
ど
、
民
族
ご
と

に
異
な

る

が
、
形
態
は
き
わ
め
て
画

一
的
で
あ
る
。
弓

は
竹
製
、

木
製

の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、
台
木

の
前
部
に
貫

通
さ
せ

て
あ
る
。
弦
は
蔓
性
の
樹
皮
を
撚
り
合
わ
せ
、
両
端
に

取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
使
用
し
な

い
と
き
に
は
片

方
を
外
し
て
お
く
。
使
用
す
る
と
き
は
弦
を
絞

っ
て
、

台
木

の
後
方
に
設
け
た
窪
み
に
引

っ
掛
け
、
台
木

に
彫

つ
が

ら
れ
た
溝
に
矢
を
番
え
、
台
木
に
取
り
付
け
た
薄
板
で

下
か
ら
押
し
上
げ
て
弦
を
外
し
、
矢
を
飛
ば
す
。
溝
の

先
端
部
に
付
け
ら
れ
て
い
る
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
巣

で
作

っ
た
接
着
材
で
、
矢
の
照
準
を
調
整
す
る
。
台
木

の
威

力
は
弓
の
大
き
さ
に
も
よ
る
が
、
弓
の
長
さ
が
五
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
標
準
的
な
も
の
で
も
、
照
準

距
離
は
二
十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら

い
あ
る
。
イ
ノ
シ
シ
か
ら

シ
カ
、
野
鳥
ま
で
撃
ち
獲
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
。

弩
は
、
背
中

の
竹
製

の
矢
筒

や
腰

の
山
刀
と
と
も

に
、
猟
に
出
掛
け
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
焼
畑
作
業
な

ど
の
た
め
に
山
に
出
掛
け
る
男
性
た
ち
の
肩
に
常
に
掛

け
ら
れ
て
い
る
と
言

っ
て
よ

い
。
彼
ら
は
、
獲
物
と
遭

遇
し
た
時
、
あ
る
い
は
獲
物
を
探
索
、
呼
び
笛
に
よ

つ

て
誘

い
出
し
て
、
こ
の
弩
を
使

っ
て
撃
ち
取
る
の
で
あ

る
。

狩
猟
方
法
の
地
域
性

雲
南
省

で
は
、
銃
猟
、
囮
猟
、
罠
猟
、
鷹
狩
り
、
落

と
し
穴
、
オ
シ
な
ど
の
多
様
な
狩
猟
法
が
知
ら
れ
て
い

る
。
銃
が
雲
南
省
に
導
入
さ
れ
た
の
は
二
十
世
紀
中
頃

の
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
少
数
民
族

の
間
で

広
く
利
用
さ
れ
て
き
た
。
銃
に
は
地
域
ご
と
に
い
く

つ

も

の
種
類
が
あ
る
。

囮
の
鳥

(媒
鳥
)
を
用

い
て
獲
物
を
お
び
き
寄
せ
る

囮
猟
は
、
イ
族
、
ミ
ャ
オ

(苗
)
族
、
リ
ス
族
、

ぺ
ー

(白
)
族
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
る
。
囮
に
接
近
す
る
獲

物
は
、
鉄
砲
、
弩
、
罠
な
ど
で
捕
獲
さ
れ
る
。
罠

(捕

机
)
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の

「く
く
り
罠
」
と

「
は
ね
罠
」
が
あ
り
、
地
上
、
樹
上
、
巣
穴

の
入
り

口

な
ど
に
設
置
さ
れ
る
。
収
穫
期

の
田
畑
周
辺
に
は
、
鳥

が
季
節
に
応
じ
て
好
ん
で
採
食
す
る
木
の
実
や
果
実
を

　ざ

餌
と
し
て
罠
が
設
置
さ
れ
る
。

ナ
シ
族
は

ハ
ヤ
ブ
サ
に
よ
る
鷹
狩
り
を
秋
に
行
う
。

冬
と
春
に
移
動
す
る
渡
り
鳥
を
二
本
の
棒
の
間
に
張

っ

た
か
す
み
網
で
捕
る
猟
が
プ
ミ

(普
米
)
族
、
ペ
ー
族

の
問
で
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
と
り
も
ち
を
竹
悼

の
先
に

つ
け
て
樹
上
の
鳥
を
捕
る
方
法
が
あ
り
、
桐
油
と
松
や

に

(松
香
)

(イ
族
)
、
イ
チ
ジ
ク
の
樹
液

(プ
ー
ラ
ン

族
)、
木

の
根
か
ら
出
る
液

(プ
ー
ラ
ン
族
)
、
ウ
ル
シ

や
板
栗
に

つ
く
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
ラ
ッ
ク

(リ
ス
族
)

な
ど
が
と
り
も
ち
と
し
て
使
わ
れ
た
。

落
と
し
穴
は
プ
ー
ラ
ン
族
の
例
の
よ
う
に
、
深
さ
ニ

メ
ー
ト
ル
、
長
さ

一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
穴
を
掘
り
、
地

面
に
と
が
っ
た
竹
を
突
き
刺
し
て
お
き
、
落
と
し
穴

の

ば

ろ
く

周
囲
に
お

い
た
容
器
に
酒
を
入
れ
、
飲
み
に
来
た
馬
鹿

お
お
の
ろ

や

塵

を
穴
に
落
と
し

て
捕
獲
す
る
方
法
が
あ
る
。
特
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に
落
と
し
穴
は
作
物

の
収
穫
期
に
有
効
な
方
法
と
し
て

さ
か
ん
に
利
用
さ
れ
た

[サ

ニ
○
○
○
]。

ま
た
、
オ
シ

(
チ
ノ
ー
族
、
プ
ー
ラ
ン
族
、

ハ
ニ

族
)
に
よ
り
ク
マ
や
ト
ラ
を
捕
獲
す
る
猟
法

や
餌
を
と

り
に
来
る
小
動
物
を
重
石
で
圧
し
と
る
猟

(ヌ
ー
族
、

リ
ス
族
、
ラ
フ
族
)、
笛

で
シ
カ
を
お
び
き
寄
せ
る
方

法

(ジ

ン
ポ
ー
族
)
や
野
鶏
に
竹
製
の
呼
び
笛
ア
ペ
イ

を
使
う
こ
と
が
あ

っ
た

(チ
ノ
ー
族
)
[秋
道

二
〇

〇
五
b
]。
イ

ヌ
を
使

っ
た
追

い
込
み
猟

(リ

ス
族
)

も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
野
ネ
ズ
ミ
や
小
型
鳥
類
か
ら

大
型
獣
ま
で
を
捕
獲
す
る
多
様
な
狩
猟
方
法

が
利
用
さ

れ
て
き
た
。

以
上

の
よ
う
な
狩
猟
法
は
、
前
述
し
た

弩
と
同
様

に
、
ほ
か
の
地
域
で
の
狩
猟
技
術
を
比
較
す

る
う
え
で

興
味
深

い
点
を
提
供
す
る
。
ま
ず
、
こ
れ
ま

で
の
記
述

を
み
る
と
、
銃
猟
、
囮
猟
、
罠
猟
な
ど
は
三
地
域
で
共

通
す
る
の
で
あ
る
が
、
落
と
し
穴
は
ラ
オ
ス

の
事
例
と

共
通
し
て
、
鷹
狩
り
と
オ
シ
は
雲
南
省
で
の
み
、
み
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
地
域
間
で
の
狩

猟
法
の
共
通
性
と
違
い
は
、
民
族

の
違
い
に
整
理
し
て

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

信
仰
と
儀
礼

雲
南
省
の
焼
畑
農
耕
民
は
狩
猟
技
術
と
と
も
に
、
狩

猟
に

つ
い
て
の
独
特

の
信
仰

・
観
念
や
儀
礼
を
も

っ
て

お
り
、
ヤ
オ

(瑠
)
族
、
ト
ゥ
ー
ル
ン
族
、
チ
ノ
ー

族
、
ラ
フ
族
、
リ
ス
族
、
ア
シ
ャ
ン
族
、

ワ
族
、

ハ
ニ

族
、
イ
族
な
ど
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る

[徐

一
九
九

九
]
。
曲
靖
地
区
の
イ
族
は
、
狩
猟

の
神
と
山

の
神
を
同

一

視
し
て
い
る
。
長
老
が
祈
祷
を
あ
げ
、
豊
猟
を
祈
願
す

る
。
儀
礼

の
後

の
宴
会

で
模
擬
的
な
狩
猟
を
実
演
す

ア
イ

ニ

る
。

ハ
ニ
族
の

一
支
族
で
あ
る
優
尼
族
は
、
野
生
動
物

の
主
は
山
の
水
の
神
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

ハ
ニ
族

も
ク
マ
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
岩
羊

の
よ
う
な
大
物
を

捕
獲
し
た
場
合
、
狩
猟

の
神
に
感
謝
を
捧
げ
る
儀
礼
を

行

い
、
共
食
す
る
。
頭
骨
は
狩
猟
者

の
記
録
と
し
て
保

存
さ
れ
る
。
ト
ゥ
ー
ル
ン
族
は
、
集
団
的
な
狩
猟
を
行

う
さ
い
に
、
は
ぎ
取

っ
た
木

の
樹
皮
に
動
物
の
図
像
を

書
き
、
三
十
～
四
十
メ
ー
ト
ル
の
距
離
か
ら
弓
矢
を
射

て
、
命
中
し
た
動
物
を
獲
る

[羅

一
九
九
六
]。

チ
ノ
ー
族
の
場
合
、
主
要
な
野
生
動
物
を
管
理
す
る

三
神
が
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
野
生
動
物
は
、
地

面
を
四
脚
で
歩
く
ソ

(
s
o

"
塵
、
馬
鹿
、
ク

マ
、
オ

オ
カ
ミ
、
ヒ
ョ
ウ
、
ヤ
ギ

ュ
ウ
、
ゾ
ウ
な
ど
)、
四
脚

は

こ
う

で
樹

上

を

爬

行

で

き

る

ホ

(
h

o

"
タ

ケ
ネ

ズ

ミ

、

リ

ス
、

ノ
ネ

コ
、

セ

ン
ザ

ン

コ
ウ
、

猴

、

ハ
ク

ビ

シ

ン
な

ど

)
、

二

脚

で

空

中

を

飛

ぶ

こ

と

の

で

き

る

ガ

(
9

a

"
ク
ジ

ャ

ク
、

サ

イ

チ

ョ
ウ
、

ハ
ト

、

オ

ウ

ム

、

カ

モ
、

タ

カ

、

野

鶏

な

ど

)

に

分

類

さ

れ

る
。

ソ
、

ホ
、

ガ
そ
れ
ぞ
れ
を
管
理
す
る
神
が
い
る
。
興
味
あ
る
こ
と

に
、
野
生
動
物
全
体
は
、

ソ
ホ
ガ

(⑦9
0σQp
)
す
な

わ
ち
、
前
記
の
三
つ
の
動
物
群

の
総
称
と
表
さ
れ
て
い

る

[羅

一
九
九
六

"
刻
、
白

一
九
九
九

"
秋
道

二
〇
〇
五
b
]
。
狩
猟
獣

の
う
ち
、
野
牛
が
捕
獲
さ
れ

た
際
に
山
の
神
に
豊
猟
を
感
謝
す
る
最
も
盛
大
な
儀
式

が
行
わ
れ
、

つ
い
で
、
馬
鹿
、
さ
ら
に
塵
の
順
に
儀
礼

の
重
要
性
は
減
じ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
狩
猟
の
成
功
を
祈
願
す
る
と
と
も

に
、
猟

の
成
功
を
感
謝
し
、
そ
の
肉
を
共
食
す
る
習
慣

が
少
数
民
族
の
間
で
広
く
見
ら
れ
る
。
特
に
、
狩
猟
の

神
は
山
の
神
と
同

一
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
祭

祀
を
執
り
行
う
専
門
の
宗
教
的
な
職
能
者
が
知
ら
れ
て

い
る
。

5

狩
猟

の
変
容
と
そ

の
要
因

-
中
国

・雲
南
省
の
メ
コ
ン
河
上
流
域

現
在
、
本
章

の
対
象
地
域

で
あ

る
メ

コ
ン
河
の
上

流

・
中
流
域
に
お
い
て
狩
猟
は
経
済
的
に
は

マ
イ
ナ
ー

な
位
置
を
占
め
る
だ
け
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
れ
に

は
、

一
九
九
八
年

の
長
江
下
流
部
に
お
け
る
大
洪
水

の

反
省
か
ら
、
中
国
で
天
然
林
の
伐
採
が
全
国
的
に
禁
止

さ
れ
、
翌

一
九
九
九
年
以
降
、
銃

の
取
り
上
げ
を
含
　う
　

み
、
狩
猟
が
全
面
的
に
禁
止
と
な

っ
た
背
景
が
あ
る
。
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タ
イ
に
お
い
て
は
、

一
九
九
八
年
前
後
か
ら
保
護
林
内

の
狩
猟
は
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、

一
九
九
八
年

の
長
江
下

流
部
の
事
情
と
類
似
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
雲
南
省
の
事
例
に
焦
点
を
当

て
る
こ
と

で
、
狩
猟
の
変
容
と
そ
の
背
後
に
あ
る
要
因
を
み
て
み

よ
う
。
な
お
、
雲
南
省
で
は
、
環
境
保
護
政
策
が
施
行

さ
れ
る
二
十
世
紀
末
前
に
狩
猟
が
大
き
く
後
退
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
為
的
な
要
因
が
関
与
し

て
い
る
。

換
金
目
的
の
乱
獲

雲
南
省
の
山
地
居
住
の
諸
民
族
が
さ
か
ん
に
狩
猟
を

行

っ
て
き
た
大
き
な
理
由
は
、
自
給
用
の
食
料
や
生
活

用
品
の
獲
得
と
と
も
に
、
換
金
性
の
高

い
狩
猟
獣
を
獲

得
す
る
た
め
で
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
、
「癖

香
出
永
昌

及
南
詔
諸
山
、
土
人
皆
以
交
換
貨
幣
」
(蛮

書
巻
入

・

蛮
夷
風
俗
第
八
)
と
あ
る
よ
う

に
、
す
で
に
唐
代
か
ら

じ
ゃ
こ
う

盛
香
が
重
要
な
換
金
物
と
さ
れ
て
い
た
。
時
代
は
下
る

が
、
二
十
世
紀
前
半
、
雲
南
省
西
北
部
の
中
旬
地
方
で

さ
ん

ろ

は
、

ク

マ
、

シ

カ

、

ヒ

ョ
ウ

、

オ

オ

カ

ミ

、

山

騙

(
野

生

の

ロ

バ

)
、

ホ

エ
ジ

カ
、

キ

ツ
ネ

、

サ

ル

な

ど

が

リ

ス
族

、

イ

族

や

ミ

ャ
オ

族

の
得

意

と

す

る

狩

猟

獣

で

あ

る

こ

と

が

書

か

れ

て

い
る

[雲

南

省

中

旬

県

誌

一
九

三

二
]
。

こ

れ

ら

の

動

物

の
中

で

、

尉

香

や

鹿

角

と

と

も

に

、

山

騙

、

岩

羊

(漂

§

翫
o
鈷

嵩
亀

§

メ
)

な

ど

の

皮
が
売
買
さ
れ
て
い
た
。

リ
ス
族
の
調
査
を
行

っ
た
何
大
勇
に
よ
る
と
、
維
西

地
域

で
は
黒
熊

(留
、Q
ミ亀
鳶
、6高
ミ
執守
Q
ミ
ミ
ミ物
)、
林
癖

(」ミ
9
專
§

富
ミ

o蕩
§

)、
馬
癖

(ミ
9
さ
霧

硫誉

ミ
ー

§
吻
)、
鹿
几
(ミ
馴ミ
雪
6
覇

ミ
§

噂
翼
)

の
換
金
率
が
高

い
と

い
う

[何

二
〇
〇
五
]
。
雲
南
西
北
部
で
は
、

二
十
世
紀
初
頭
か
ら
迫
慶
州
が
盛
香

の
集
散
地
と
な

っ

て
お
り
、
癖
香
の
買
付
価
格
は

一
九
五
〇
年
に
は

一
〇

〇
グ
ラ
ム
当
た
り
九

・
五
七
元
で
あ

っ
た
が
、

一
九
五

五
年
に
は
二
十
五

・
三
元
、

一
九
七
九
～

一
九
八
五
年

に
は
九
十
元
と
飛
躍
的
に
上
が

っ
て
い
る
。
迫
慶
州
に

お
け
る
塵
皮
の
取
引
数
は

一
九
三
〇
年
代
か
ら
激
減
し

て
お
り
、
乱
獲

の
兆
候
が
あ

っ
た
。

一
方
、
雲
南
省
南
部

の
亜
熱
帯
地
域
で
も
、
同
様
な

乱
獲
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
シ
プ

ソ
ン
パ
ン
ナ
ー

(西
双

版
納
榛
族
自
治
州
)
で
は
、
山
地
居
住

の
ハ
ニ
族
、
チ

ノ
ー
族
、
プ
ー
ラ
ン
族
な
ど
が
狩
猟
を
行

っ
て
き
た
。

熱
帯
雨
林
や
亜
熱
帯

モ
ン
ス
ー
ン
林
に
約
八
十
五
種
類

の
動
物
が
生
息
す
る
。
こ
の
中
に
は
大
型
の
ア
ジ
ア
ゾ

ウ
、
イ
ン
ド
野
牛
、
金
銭
豹
、
ト
ラ
、
黒
熊
、
蘇
門
鈴

な

ど

と

と

も

に

、
白

頬

長

腎

猿

(ミ

ご
ぴ
ミ
題

、§

o
£

-

驚
ミ

偽
)
、

セ

ン

ザ

ン

コ

ウ

(さ

ミ
吻
、
偽
ミ
ミ

§

爵
貯
)
、

塵

、

シ
ヴ

エ

ッ
ト

・
キ

ャ

ッ
ト

な

ど

の
多

数

の
中

小

動

物

が

含

ま

れ

る

[
郡

一
九

九

七

]
。

チ

ノ

ー

族

は

、

キ

ョ

ン
、

リ

ス
、

ハ

ク

ビ

シ

ン

、

野

鶏

、

イ

ノ

シ

シ

[
阿
部

二
〇
〇

二
]、

タ
ケ
ネ
ズ

ミ

(肉
ミ
N
o
ミ

物

ミ
ミ
ミ
象
箋
)
を
自
給
用
の
食
料
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

チ
ノ
ー
の
人
び
と
は
清
朝
時
代
よ
り
タ
イ
族
土
司

へ
の

贈
答
品
と
し
て
タ
ケ
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
野
生
動
物
を
献
納

し

て
き
た

[景
洪
県
地
方
志
編
纂
委
員
会

二
〇
〇

〇

U
一
〇
五

一
]
。

シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
の
チ
ノ
ー
族
の
村

の
中
で
最
も

海
抜
高
度
の
高

い
約

一
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
亜
諾
村
に

住
む
熟
練
猟
師
に
よ
る
と
、
年
間

の
捕
獲
動
物
数
は
二

〇
〇
キ

ロ
グ
ラ
ム
前
後

(
一
九
八
〇
年
)
か
ら
、

一
〇

〇
キ

ロ
グ
ラ
ム

(
一
九
八
五
年
)
、
六
十
キ

ロ
グ
ラ
ム

(
一
九
九
〇
年
)
と
激
減
し
た
。
同
年
別
の
猟
師
は
三

十
キ

ロ
グ
ラ
ム
し
か
獲
物
が
な
か

っ
た
と

い
う

[郡

一
九
九
七
]。
狩
猟
圧
は
確
実
に
生
物
多
様
性
を
減
少

さ
せ
て
い
る

[王

一
九
九
七
]。

森
林
の
減
少

シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
で
は
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立

後
、

一
九
五
〇
年
代
は
六
十
%
で
あ

っ
た
森
林
被
覆
率

が

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
は
三
十
%
と
激
減
し
た
。
こ

れ
と
並
行
し
て
、
西
双
版
納
の
人
口
密
度
は

一
九
四
九

年
の
十

・
四
人
/
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら

一
九
九
二

年
に
は
四
十

一
・
四
人
と
急
増
し
た
。
焼
畑
も
森
林
を

一
時
的
に
せ
よ
破
壊
す
る
要
因
で
あ

っ
た
が
、
さ
ら
に

拍
車
を
か
け
た
の
が
、
国
家
政
策
に
よ
る
換
金
作
物

の
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導
入
で
あ
る
。
次
に
あ
げ
る
例
は
、
国
家
政
策

の
浸
透

が
、
地
域
の
狩
猟
文
化
を
停
滞
な
い
し
衰
退

に
導
く
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。

換
金
作
物
栽
培
の
導
入

一
九
五
〇
年
代
以
降
政
府
は
シ
プ
ソ
ン
パ

ン
ナ
ー

一

帯
で
森
林
を
伐
採
し
て
ゴ
ム
林
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
に
改

変
す
る
政
策
を
進
め
た

[サ
、
深
尾

二
〇

〇
四
]。

森
林
は
単
作
の
ゴ
ム
林
に
な
り
、
遅
れ
て
導
入
さ
れ
た

サ
ト
ウ
キ
ビ
も
全
山
に
植
栽
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
森

林
が
減
少
し
た
た
め
に
、
狩
猟
が
衰
退
し
た
。
た
と
え

ば
、
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
の
盆
地
に
住
む
タ
イ

・
ル
ー

族
の
社
会
で
は
、
ゴ
ム
栽
培

の
は
じ
ま
る

一
九
五
八
年

以
前
に
は
た
く
さ
ん
の
野
鶏
を
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
ゴ
ム
栽
培
の
導
入
後
、
野
鶏
は
姿
を

消
し
た
と

い
う
。

住
民
の
対
応

中
国
で
は
、
銃
に
よ
る
野
生
生
物
の
捕
獲

は

一
九
九

八
年
以
降

い
っ
さ
い
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
銃
も

没
収
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
住
民
が
営
ん
で
き
た
狩
猟
活
動

が
事
実

上
、
禁
止
さ
れ
た

[秋
道

二
〇
〇
二
]
。
伝

統
的
な

狩
猟
活
動
を
継
承
す
る
べ
く
、
人
び
と
は
ど

の
よ
う
に

対
処
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
海
抜

一
六
〇
〇

～
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
地
に
居
住
す
る

リ
ス
族
は

狩
猟
の
禁
止
に
よ
り
弩
を
狩
り
に
使
う
機
会
を
な
く
し

た
が
、
そ
の
技
術
伝
承

の
た
め
に
弩

の
競
技
大
会
を
行

う
よ
う
に
な

っ
た

[何

二
〇
〇
三
]。

シ
プ

ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
で
は
、

一
九
九
〇
年
代
前
半
か

ら
は
外
部
商
人
が
チ

ョ
ウ
の
買
取
事
業
を
村
に
持
ち
込

み
、
チ
ノ
ー
族

の
多
く
の
村
に
あ

っ
と
言
う
間
に
伝
播

し
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
あ
た
り
以
降
は
チ

ョ
ウ

の
採
集
を
規
制
す
る
動
き
が
あ

っ
た
た
め
、
買
付
商
人

が
村
に
来
な
く
な

っ
た
。
し
か
し
、

い
ま
な
お
、
小
規

模

で
は
あ
る
が
、
チ
ョ
ウ
採
集
が
行
わ
れ
て
い
る

[野

中
、
秋
道

二
〇
〇
〇

"
秋
道

二
〇
〇
二
]。

6

メ
コ
ン
河

の
中
流

・
上
流
域

の

変
わ
り
ゆ
く
狩
猟
文
化

本
章
で
は
、
メ
コ
ン
河

の
中
流

・
上
流
域
に
お
け
る

①
狩
猟
活
動

の
実
際
、
②
狩
猟
技
術
と
儀
礼
、
③
狩
猟

の
変
容
と
そ
の
要
因
を
把
握
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

た
。
対
象
地
域
は
、
タ
イ
北
部
、
ラ
オ
ス
北
部
、
中
国

の
雲
南
省
を
包
摂
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
こ
れ
ら
の

地
域
で
は
多
様
な
狩
猟
技
術
が
展
開
し
て
き
た
が
、
近

年
国
家
に
よ
る
狩
猟
規
制
な
ど
に
よ
り
狩
猟
文
化
は
ま

す
ま
す
変
容
し
て
お
り
、
地
域
に
よ

っ
て
は
狩
猟
が
消

滅

の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

狩
猟
活
動
の
実
際

対
象
地
域
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
を
対
象

に
し
た
狩
猟
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
野
鶏
猟
と
イ
ノ
シ

シ
猟
は
三
地
域
に
共
通
し
て
い
た
。
タ
イ
北
部
の
ミ
エ

ン

(ヤ
オ
)
の
人
び
と
が
暮
ら
す
山
村

の
、
野
鶏
猟
で

は
、
笛
か
囮
を
使

い
獲
物
を
お
び
き
寄
せ
た
際
に
銃
で

　　
　

撃

つ
と

い
う

の
が

一
般
的
で
あ

っ
た
。
村
内
で
使
用
さ

れ
て
い
る
銃
は
、
散
弾
銃
が
中
心
で
あ
る
。
あ
る
年
に

お
け
る
野
鶏

の
捕
獲
地
点
は
、
集
落
か
ら
約
ニ
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
以
内
に
認
め
ら
れ
る
。
猟
師
は
、
自
分
の
畑
で

の
農
作
業
の
際
に
、
野
鶏
の
鳴
き
声
を
聞
い
た
こ
と
を

き

っ
か
け
に
し
て
捕
獲
し
て
い
た
。
捕
獲
し
た
野
鶏

は
、
オ
ス
が
中
心
で
は
あ
る
が
メ
ス
の
野
鶏
も
含
ま
れ

て
い
た
。

イ
ノ
シ
シ
猟
に
つ
い
て
は
、
村
に
狩
猟
を
得
意
と
す

る
者
が
い
て
、
狩
猟
方
法
は
、
待
ち
伏
せ
か
足
跡
の
追

跡

に
よ
る
個
人
猟
か
、
巻
狩
り
に
よ
る
集
団
猟
に
よ

る
。
追
跡
猟
に
は
犬
が
使
わ
れ
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
を

待
ち
伏
せ
す
る
待
ち
伏
せ
台
は
、
畑
の
中
か
畑
と
森
の

境
界
に
つ
く
ら
れ
る
。
か
つ
て
焼
畑
が
行
わ
れ
て
い
た

場
所
で
イ
ノ
シ
シ
の
足
跡
を
見

つ
け
る
こ
と
が
多
く
、

猟
師
は
や
ぶ
こ
ぎ
を
し
な
が
ら
追
跡
す
る
場
合
が
多

い

。こ
の
よ
う
に
、
狩
猟
活
動
は
、
野
生
動
物
の
生
態
に

応
じ
て
、
狩
猟
時
期
や
狩
猟
法
が
選
ば
れ
て
い
る
。
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狩
猟
技
術
と
儀
礼

狩
猟
は
、
生
業
と
し
て
の
活
動
で
あ
り
狩
猟
技
術
に

支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
儀
礼
と
密
接
な

関
係
を
持

っ
て
い
る
。

ラ
オ
ス
北
部
の
焼
畑
農
耕
民
の
狩
猟
は
、
対
象
の
野

生
動
物
が
彼
ら
の
持

つ
稲
作
の
神
話
に
豊
か
に
物
語
ら

れ
て
お
り
、
赤
色
野
鶏
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
神
話
に

よ

っ
て
抑
制
さ
れ
て
い
る
側
面
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
猟
銃
が
入
る
前
の
極
め
て
古

い
伝
統
的
な
弩
と
呼

び
笛
に
よ
る
狩
猟
が
、
現
在
で
も
豊
か
に
伝
承
さ
れ
て

お
り
、
稲
作
神
話
の
中
で
豊
か
に
語
ら
れ
る
野
生
動
物

た
ち

の
物
語
と
併
せ
て
乱
獲
を
抑
制
す
る
方
向
性
を
持

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
村
々
で
定
期
的
に
開
か
れ
る
市
場
で
は
、

陸
稲
と
と
も
に
野
生
の
鳥
獣
が
商
品
と
し
て
取
引
の
対

象
に
な
り

つ
つ
あ
る

(写
真
7
)。
焼
畑
と
野
生
動
物

と
が
商
品
化
の
波
に
さ
ら
さ
れ

つ
つ
あ
る
現
在
、
狩
猟

が
そ
の
抑
制
的
性
格
を
逸
脱
し
て
、
暴
力
的
な
方
向
を

た
ど
り
始
め
て
い
る
。
同
時
に
、
焼
畑
地
規
制
の
政
策

は
、
休
閑
期
間
の
短
縮
を
誘
導
し
、
野
生
動
物
と
焼
畑

農
耕
民

の
関
係
を
悪
化
さ
せ
、
乱
獲
や
種

の
絶
滅
な
ど

狩
猟
の
暴
力
性
を
高

め
て
い
く
危
険
性
も
孕
ん
で
い

る
。

狩
猟
の
変
容
と
そ
の
要
因

現
在
、
対
象
地
域
の
狩
猟
は
大
き
な
変
貌
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
大
き
な
要
因
が
、
国
に
よ
る
銃
利
用

の
禁
止
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
狩
猟
が
完
全
に
禁
止
さ

れ
た
地
域
も
あ
る
。
し
か
し

一
方
で
、
銃
規
制
に
よ
り

伝
統
的
な
狩
猟
技
術
が
見
直
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
二

〇
〇
四
年
に
、
筆
者

の

】
入
、
川
野
が
訪
れ
た
ラ
オ
ス

北
部
の
ル
ア
ン
ナ
ム
タ
県
ム
ア
ン
シ
ン
郡
ホ
エ
ル
ー
村

(
ム
シ

ュ
ダ
ー
族
)
で
は
、
新
し

い
「
カ

」

(弩
)
作

り
や
補
修
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、

ム
ア
ン
シ
ン
郡
の
郡
長
の
も

の
だ
と

い
う
、
弓

の
長
さ

が

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
型
の
竹
製
の
弩
が
修
理
に
持

ち
込
ま
れ
、
タ
イ

・
ル
ー
族

の
男
性
も
修
理

の
た
め

に
、
自
分
の
弩
を
持
ち
込
ん
で
い
た
。
政
府
が

「野
生

動
物
保
護
」

の
名
目
で
猟
銃
を
回
収
し
て
い
る
が
、
人

び
と
は
供
出
し
た
猟
銃
の
代
替
に
弩
を
作

っ
た
り
、
補

修
し
て
い
る
の
だ
と

い
う
。
ム
シ
ュ
ダ
ー
族
は
、
弩
製

造
の
専
門
集
団
の
様
子
を
呈
し
て
い
る
。

雲
南
省
で
は
、
前
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
山
地
民
を

中
心
と
し
た
多
様
な
狩
猟
が
焼
畑
稲
作
と
と
も
に
重
要

な
生
業
で
あ

っ
た
が
、
狩
猟
獣
の
乱
獲
、
商
品
化
、
森

林
の
農
耕
地

へ
の
改
変
、
野
生
動
物

の
生
息
地
減
少
、

人
ロ
増
加
な
ど
の
影
響
が
か
ら
み
あ

い
、
狩
猟
は
低
迷

な

い
し
衰
退
傾
向
に
あ
る
。
依
然
と
し
て
行
わ
れ
る
密

猟
は
き
び
し
く
取
り
締
ま
る
べ
き
で
あ
り
、
今
後

の
野

生
動
物
保
護
と
あ
わ
せ
て
重
要
な
政
策
課
題
で
あ
る
。

経
済

の
視
点
か
ら
見
る
と
、
メ
コ
ン
河
の
中
流

・
上

流
域
の
焼
畑
農
耕
民
に
と

っ
て
、
狩
猟
の
意
義
は
小
さ

く
、
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
た
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、

本
章
で
詳
細
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
各
地
域

の
文
化

の
中
で
狩
猟

の
意
義
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

狩
猟
は
、
彼
ら

の
文
化
と
対
を
な
す
生
業
体
系

の
中
に

深
く
根
付
い
て
い
る
と
同
時
に
、
イ
ノ
シ
シ
の
集
団
猟

の
場
合
の
よ
う
に
、
大
部
分

の
村
人
が
参
加
す
る
と

い

う
社
会
的
意
義
、
捕
獲
後
に
儀
礼
が
と
も
な
う
と

い
う

写糞7鹿 狩 りの一団(ラ オス ・モン族、撮影:川 野)
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信
仰
的
意
味
の
役
割
な
ど
、
多
く

の
目
的
を
も

っ
た
活

動
で
あ
る
。
こ
の
地
域

の
狩
猟
文
化
は
今
後
、
ま
す
ま

す
衰
退
し
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
が
、

そ
の
詳
細

な
記
録
を
と
り
続
け
る
こ
と
は
緊
急

の
課
題

で
あ
る
。

【註

】

(1
)

害
獣
駆
除

の
た
め

の
狩
猟

は
、
焼
畑

や
森

林
だ
け
で
は

な
く
、
収
穫

し
た
作

物
を
貯
蔵
す
る
倉
庫

の
周

囲
で
も
さ
か
ん

に
行

わ
れ
た
。

特
に
、
罠

や
ネ

ズ
ミ
挟

み
な
ど

が
使

用
さ
れ
た

[サ

ニ
○
○
○
]
。

(
2
)

ウ
シ
の
群
れ
を
管
理
す
る
た
め

に
弾
を

ウ
シ
の
体

め
が

け

て
撃

っ
て
威

嚇
す
る
こ
と
や
、
大
物

の
シ
カ
を
捕
獲
す

る
た

め
眼
に
放

つ
こ
と
も
あ

る
。

(
3
)

毒

の
材
料
と

し
て
リ

ス
族
、

ラ
フ
族
な
ど
は
ト

リ
カ
ブ

ト

(返
o
o
ミ
ミ
ミ

6
ミ
ミ
皆
ぎ

魯

)
を
、
西
双
版
納
の
タ
イ

・
ル
ー

族
は
ウ
パ
ス

(延
ミ
誉
識
ミ

§
軌§
識
自
)
を
利
用
す

る
。

(
4
)

た
と
え
ば
、

チ
ノ
ー
族

の
巴
十
小
塞

で
は
、
野
鶏
を
捕

獲
す
る

の
に
銃

や
罠

を
使

っ
た
。

く
く
り
罠
は

ウ
ォ
ー

・
ツ

ェ

(≦
O
房
0
)
と
呼
ば
れ
、
罠

の
輪

の
部

分
は
地
上

か
ら
高
さ

一
メ

ー
ト

ル
く
ら

い
に
な

る
よ
う

に
し
、
山

の
斜
面
に
二
〇
〇
～
三

〇
〇
メ
ー
ト

ル
に
わ
た

っ
て

一
直
線

に
は
え
な
わ
状
に

つ
け
る
。

小
さ
な
家
鶏

の
場
合
は
首
が
、
大
き
な

野
鶏

の
場
合
に
は
脚

の

部
分
が
罠
に
引

っ
掛
か

る
。
罠
を
し
か

け
る
時
期

は

一
一
月
～

三
月

で
あ

る
。
捕

獲
し
た

野
鶏
は
自

給
用

の
食

料
と
し

た
り
、

近
く

の
町

ヘ
キ

ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
五
〇
～
六
〇
元
で
売
ら
れ
た
。

ま

た
、

お
な

じ
チ
ノ
ー
族

の
巴
漂
塞

で
は
く

く
り

罠
と

ス

・
ト

ウ

(。り0
δ
ロ
)
と
呼
ば
れ
る
は
ね
罠
を
用

い
た
。

ウ
ォ
ー

・
ツ
ェ

で
は
、
竹

の
棒
を
地

面
に
何
本
も
突
き
刺

し
て
並

べ
、
野
鶏

が

通

る
よ
う

に
誘
導

路
を

つ
く
る
。

ス

・
ト
ウ

に
は
餌
と
な

る
虫

を
使
う
。

ス
は

「
果
実

の
実
」
、
ト
ウ
は

「餌
を
食

べ
る
時

の
ニ

ワ
ト

リ
の
動
作
」

を
表

す
。
野
鶏

の
狩
猟
期

は
七
～

=

月

で

あ
る
。
ま
た
、
野
鶏
は
実

の
な
る
木

の
場
所

に
集
ま

っ
て
く

る

こ
と
が
あ
る

[秋
道

二
〇
〇
五
b
]
。

(5
)

野
鶏
は
人
間

の
居
住
地
に
近

い
森
林
辺
縁
部
に
棲
息
し
、

焼
畑

で
索
餌
す

る
こ
と

も
あ
り
、
貴
重
な
タ

ン
パ
ク
源
と
さ
れ

て
き
た
が
、
現
在

で
は
同
じ
キ
ジ
科

の
緑
孔
雀
、
孔
雀
雄
、
白

腹

錦
鶏

な
ど
と
と
も

に
狩
猟
に
よ
り
減
少

し
、
国
家

一
級
、
な

い
し
二
級

の
保
護
動
物

と
な

っ
て
い
る

[王

一
九
九
七

一
徐

一
九
九
九

一
秋
道

二
〇
〇
五
b
]
。

(
6
)

中
国
雲
南
省

の
チ
ノ
ー
族

で
は
、

野
鶏

を
お
び
き

寄
せ

る
た
め
の
竹
笛

が
使
わ

れ
て

い
る

[秋
道

二
〇
〇
五
b

二

三

五
]
。
本
章

の
調
査

地
で
は
、
金
属
製

の
笛

の
み
し
か
使
わ
れ

て
い
な

い
の
で
、
両
者

の
違

い
に

つ
い
て
は
興
味
深

い
。

【文

献

】

阿
部
卓

二
〇
〇
二

「
ジ
ノ
族
村
落

の
農
耕

・
狩
猟
採
集

・
家

畜
飼
育
」
松

井
健
編

『講
座
生
態
人
類
学

6

核
と
し

て
の
周

辺
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

一
二

一
～

一
五
八
頁
。

秋
道
智
彌

二
〇

〇
二

「
国
境
を
越
え
る
チ

ョ
ウ
」

『季
刊
民

族
学
』
九
七

　
九
六
～

一
〇
四
頁
。

秋
道
智

彌

二
〇
〇
五

a

『
コ
モ
ン
ズ

の
人
類
学
ー
文
化

・
歴

史

・
生
態
』
人
文
書
院
。

秋
道
智
彌

二
〇
〇
五
b

「
変
貌
す

る
森
林
と
野
鶏
-
中
国
雲

南

省

・
ラ
オ

ス
野
少
数
民
族
」
池
谷
和
信
編

『熱
帯

ア
ジ

ア
の

森

の
民
-

資
源
利
用

の
環
境
人
類
学
』

人
文

書
院
、

=

一三
～

一
四
八
頁
。

池
谷
和
信
編

二
〇
〇
五

『熱
帯

ア
ジ

ア
の
森

の
民
-

資
源
利

用

の
環
境
人
類
学
』

人
文
書
院
。

何
大
勇

二
〇
〇
三

「
中
国
雲
南
省
リ
ス
族

に
お
け
る
弩
弓
文

化

の
基
層
と
現
代
的
展
開
」
『比
較
文
化
史
研
究
』
五

二

四
～

三
四
頁
。

何
大
勇

二
〇
〇
五

「中
国
雲
南
省

西
北
金
沙
江

・
瀾
槍
江
上

流
域

の
リ

ス
族

に
関
す

る
民
族
生
態
史
的
研
究
」

(博
士
論
文
)

総
合
研
究
大
学
院
大
学
。

野
中
健

一
、
秋
道
智
彌

二
〇
〇
〇

「
国
境
を
越
え

る
チ

ョ
ウ

ー

中
国
雲
南
チ
ノ
ー
族
の
村
か
ら
」

『イ

ン
セ
ク
タ
リ
ゥ
ム
』
三

七

(九
)
二
七
〇
～
二
七
四
頁
。

増

野
高
司

二
〇
〇
五

「
焼
畑
か

ら
常

畑

へ
」
池

谷
和
信

編

『熱
帯

ア
ジ

ア
の
森

の
民
ー
資
源
利
用

の
環
境

人
類
学
』
人
文
書

院
。
刻
恰
、
白
忠
明
主
編

一
九
九
九

『
基
諾
族
文
化
大
観
』

雲
南

民
族
出
版
社
。

徐
志
揮
主
編

一
九
九
九

『雲
南
野
生
動
物
』
雲
南
教
育
出
版

社
。
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王
直
牢

一
九
九

七

「
西
双
版
納
基
諾
族
輪
敏
農
作

区
鳥
類
多

様
性
編
目
研
究
」
斐
盛
基
、
許
建
初
、
陳
三
、
龍
春
林
主
編

『
西

双
版

納
輪
漱

農
業
生
態
系

等
生
物
多
様

性
研
究
論
文

報
告
集
』

昆
明

一
雲
南
教
育
出
版
社
、
九
八
～

一
〇
五
頁
。

郡
向

福

一
九
九
七

「
景

洪
熱
帯
山

地
哺
乳
動
物

的
快
速

編

目
」
襲
盛
基
、
許
建
初
、
陳

三
、
龍
春
林
主
編

『西

双
版
納
輪

敏

農
業
生
態
系
等
生
物
多
様
性

研
究

論
文

報
告
集
』

雲
南
教
育

出
版
社
、

一
二
四
～

=
二
〇
頁
。

羅
鉦

一
九
九
六

『雲
南
物
質
文
化
-
採
集
漁
猟
巻
』
雲
南
教

育
出
版
社
。

サ
紹
亭

二
〇
〇
〇

『雲
南

の
焼

畑
-

人
類
生
態
学
的
研
究
』

(白
坂
蕃
訳
、
林
紅
翻
訳
協
力
)
農
林
統
計
協
会
。

サ
紹
亭
、
深
尾
葉

子
主
編

二
〇
〇
四

『雨
林
肢
林
』

雲
南
教

育
出
版
社
。

景
洪
県
地
方
志
編
纂
委
員
会

二
〇
〇
〇

『景
洪
県
志
』
雲
南

人
民
出
版
社
、

一
〇
五

一
頁
。
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